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             （越前温泉露天風呂漁火） 

 

日程第３２ 議案第９０号 公の施設の指定管理者の指定について 
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日程第３３ 議案第９１号 公の施設の指定管理者の指定について 
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開会  午前１０時００分 

 

○議長（青柳良彦君） 皆さんおはようございます。 

    先週金曜日の夜には、防犯隊による県下一斉年末特別警戒が実施されました。寒

さ厳しい中、住民の安全・安心確保のため出動された越前町防犯隊隊員の方々に

心より敬意と感謝を申し上げます。 

    さて、議員各位には、ご健勝にて本日開会の令和元年１２月定例会にご参集を賜

り、厚くお礼を申し上げます。 

    ただいまから令和元年１２月越前町議会定例会を開会いたします。 

    ここで、会議に先立ち、越前町民指標の唱和を議場の全員で行います。 

    ご起立願います。 

    事務局長が本文を１項ずつ朗読しますので、各項を引き続きご唱和願います。 

（全員起立の上、唱和） 

○議長（青柳良彦君） ご着席願います。 

    ただいまの出席議員数は１３人です。定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。 

    議事日程についてはお手元に配付のとおりです。 

    ここで町長の挨拶を許します。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 令和元年１２月越前町議会定例会の開会に当たり、一言ご挨拶を

申し上げ、あわせて行政報告を申し上げます。 

    議員各位には、年末を迎え何かとお忙しい中、本定例会にご出席いただき、厚く

お礼を申し上げます。 

    また、平素より、町政発展のためにご支援、ご協力を賜り、心から深く感謝申し

上げます。 

    さて、ことし１年、本町では比較的大雨や台風の影響も少なく、大きな災害に見

舞われることもなく、町民の皆様には比較的穏やかに過ごされた年であったと喜

んでおります。 

    しかし、国内におきましては、７月、８月には九州地方での梅雨前線や秋雨前線

の活発化による豪雨、９月、１０月には超大型で最強クラスの台風が連続して襲

来するなど、各地で甚大な被害をもたらしました。特に台風１９号では、関東地

方や甲信地方、東北地方で記録的な大雨となり、阿武隈川や千曲川の堤防が決壊

するなど、河川の氾濫による洪水浸水被害、あわせて土砂災害などが相次ぎ、道

路網、交通網などにも大きな被害を与えました。いずれも、地球温暖化など気候

変動の影響で災害が激甚化しているもので、今後災害対策基準の見直しが必要と

なる気象原因による自然災害が相次ぎました。越前町におきましても対岸の火事

として見ることなく、可能な限りの対策を講じてまいらなければならないと強く

感じております。 

    一方、内政に目を転ずれば、政府は７５歳以上の後期高齢者の医療費窓口負担に

関して、現在の原則１割から２割に引き上げる改革を２０２２年度に実施する方

針を固めたとの報道がなされたところでございます。 

    あわせて、厚生労働省は２０１９年に生まれた赤ちゃんの数が１９９０年の統計

開始から始めて９０万人を下回り、過去最少となることが確実になったことを明

らかにしており、想定を超えて加速する少子化は大変厳しい状況にある。社会保
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障制度などへの影響が懸念されております。このような中、政府は３年ぶりの経

済対策となる安心と成長の未来を開く総合経済対策を決定いたしました。 

    災害からの復旧・復興と、安全・安心の確保、経済の下振れリスク対応、未来へ

の投資と東京オリンピック後の経済活力向上を柱とし、事業規模２６兆円となる

大規模な経済対策であり、その効果に注視するとともに、対策のメニューの中に

は教育のＩＴ化や、高齢者ドライバー対策も盛り込まれておりますので、町の事

業実施におきましても適切に対応してまいりたいと考えております。 

    さて、本町を振り返りますと、本日も重点施策を柱に各事業に着実に取り組んだ

年となりました。 

    １０月に民間のシンクタンクが発表した市区町村別の魅力度ランキングにおいて、

本町は福井県では最高位であると評価されたところであり、今までのさまざまな

取り組みが評価されたものとうれしく思っております。と同時に、評価に一喜一

憂することなく、観光立町の実現を目指し、引き続き魅力あるまちづくりを着実

に進めることが肝要であるとの思いを新たにしているところでございます。 

    それでは、ここで９月定例会以降の主な行政の対応につきましてご報告申し上げ

ます。 

    ９月２３日には、町内４地区において、敬老会の開催を予定しておりましたが、

台風１７号の接近により、関係者の身の安全を第一に考慮し、開催を中止いたし

ました。 

    ２９日には、越前町総合防災訓練を織田小学校グラウンド及び体育館をメイン会

場に開催いたしました。初めての取り組みとして、町内各地区の学校体育館をサ

ブ会場として、それぞれに避難所開設、運営訓練を行い、より実践的な訓練とな

りました。 

    １０月４日には、医療機器販売会社社長の山根氏から社会貢献事業の一環として

車載型救急キットを寄贈していただきました。山根さんは、越前町梅浦出身で、

コミュニティバスのＡＥＤと一緒に活用してほしいとの申し出であり、ふるさと

を思う気持ちに感謝を申し上げました。 

    ９日には、越前町文化交流会館で越前町戦没者追悼式を挙行し、さきの大戦で亡

くなられた１，４９７柱のご英霊のご冥福を祈るとともに、平和への誓いを新た

にいたしました。 

    １１日には、越前丹生農業協同組合から町内小・中学校の児童・生徒の通学の安

全を守る地域貢献活動の一環として、熊よけ鈴８００個を寄贈していただきまし

たので、町を代表してお礼を申し上げました。 

    １９日には、サンライズ織田でえちぜん男女共同参画の集いを開催し、ことしは

ゴスペルシンガーの市岡裕子さんに「男（ひと）と女（ひと）を尊重して」をテ

ーマにご講演いただき、男女共同参画への理解を深めました。 

    ２３日には、アメリカ、アラバマ州モンテバロ市からフォーリーコスト市長、姉

妹都市委員会のシンリーボイド会長代理を初め、６名の訪問団をお迎えし、越前

町社会福祉センター朝寿殿で姉妹都市交流覚書の調印をとり行いました。現在ま

で両市町の中高生を対象とした相互派遣などを通じて、相互理解と友好交流を深

めてまいりましたが、今後１０年間にわたり、さらに芸術芸能や人的な文化交流

を継続し、友好を深めていくことを誓い合いました。 

    ２７日には、宮崎コミュニティーセンターで越前町防犯隊練成大会を開催し、隊

員に対し日ごろの防犯活動に敬意と感謝の意を表するとともに、さらなる安心・

安全な町を目指し、士気の高揚を図りました。 



 

－8－ 

    １１月に入りまして、１日にはプロ野球ドラフト会議において、広島東洋カープ

から６位指名を受けた丹生高校３年の玉村投手が同校野球部の春木監督とともに、

役場を訪ねていただきましたので、今後の期待と激励を申し上げ、町民挙げて応

援を約束いたしました。 

    ５日には、全国に誇る冬の味覚の王様、越前がにの漁解禁に先立ち、越前漁港で

行われた大漁祈願祭に出席し、今期のカニ漁の安全操業と大漁を祈願いたしまし

た。 

    ６日から３日間は嶺北町村会の町長視察研修に参加し、和歌山県高野町の観光振

興や奈良県戸津川村の林業振興について視察をしました。 

    ９日、１０日の両日は本町のホッケー場において、第２０回全日本中学生都道府

県対抗１１人制ホッケー選手権大会が開催され、全国から男子２１チーム、女子

１９チームが参加し、地元の福井県選抜は女子チームが準優勝、男子チームは３

位に輝きました。 

    １３日、１４日の両日は全国過疎地域自立促進連盟福井県支部現地研修に参加し、

島根県美郷町において、おおち山くじらと呼んでいるイノシシを資源とした町お

こしについて視察をいたしました。 

    １６日、１７日の両日には越前がにの本場を県内外にアピールする越前かにまつ

りが道の駅越前で開催されました。会場には早朝から人が押し寄せ、売り出され

たセイコガニ汁などが大変な人気で、旬の味を求める大勢の観光客でにぎわい、

マスコミに取り上げられるなど、大盛況となりました。 

    １９日から２１日にかけましては、全国治水砂防促進大会や福井県原子力発電所

準立地市町連絡協議会の要請活動に参加してまいりました。 

    ２２日には、アンダー１５ジュニアユースホッケー日本代表に選出された本町の

６名の中学生に、オーストラリア遠征での活躍に期待を込めて、激励の言葉を贈

りました。 

    ２６日から２８日にかけましては、全国町村長大会等の上京にあわせ、福井県町

村会、福井県漁港漁場協会の要請活動や水産業振興、山村振興等の各全国大会に

それぞれ参加してまいりました。 

    ３０日には、越前陶芸公園さくら広場で株式会社伊藤園主催の「わたしの街に、

未来のさくらを植えよう」プロジェクト、シダレザクラ植樹式に出席し、お声が

けいただいた株式会社伊藤園さんに感謝の言葉と桜の名所がより充実することへ

の喜びを申し上げました。 

    １２月に入り、１日には、サンライズ織田で越前町青少年健全育成大会が開催さ

れ、えちぜんマリンバ楽友会による演奏やフリーアナウンサーの谷川ゆきのさん

の公演を通じて、健全育成への意識高揚と理解を深めました。 

    ６日には、町防犯隊県下一斉年末特別警戒激励式に出席し、防犯隊員の皆様に日

ごろの感謝と激励を申し上げ、年末の町内安全を祈願いたしました。 

    以上が９月定例会以降の主な行政の対応等でございます。 

    本定例会には、承認案件３件と議案第６５号 人事院勧告に伴う関係条例の整備

に関する条例の制定についてほか、３３議案を提案させていただきました。何と

ぞ慎重なご審議を賜り、妥当なご承認、ご決議をお願い申し上げまして、令和元

年１２月定例会の開会に当たりましてのご挨拶といたします。 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
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○議長（青柳良彦君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、

会議規則第１２６条の規定により、私のほうから指名いたします。１３番、北島

忠幸君、１４番、吉村春男君、以上２名の方を、本定例会会期中の署名議員に指

名いたします。 

 

日程第２ 会期の決定 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。 

    お諮りします。 

    本定例会の会期は本日から１２月１３日までの４日間にしたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（青柳良彦君） 異議なしと認めます。 

    よって、会期は本日から１２月１３日までの４日間に決定いたしました。 

    なお、会期中の日程はお手元に配付のとおりです。 

 

日程第３ 諸般の報告 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

    議長、副議長の諸会合への出席状況報告書と閉会中に開かれた一部事務組合議会

報告書をお手元に配付しておきましたので、ご了承願います。 

    次に、監査委員より令和元年８月分から令和元年１０月分に関する例月現金出納

検査結果の報告があり、写しをお手元に配付しておきましたので、ご了承願いま

す。 

    これで諸般の報告を終わります。 

 

日程第４ 承認第９号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度越前町一般 

           会計補正予算（第５号）） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第４ 承認第９号 専決処分の承認を求めることについて

（令和元年度越前町一般会計補正予算（第５号））を議題といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 承認第９号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度

越前町一般会計補正予算（第５号））の提案理由を申し上げます。 

    本案につきましては、集落排水事業特別会計の補正に伴い、繰出金が必要となっ

たこと及び越前がにミュージアムにおいて設備機器が故障し、早急に修繕する必

要が生じたことから補正予算を編成し、地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、令和元年９月２６日に専決処分させていただきましたので、同条第３項の規

定により、承認を求めるものでございます。 

    専決処分いたしました一般会計補正予算（第５号）は、歳入歳出それぞれ１，４

５０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４２億７，９０９

万円と定めたものでございます。歳出につきましては、農林水産業費の漁業集落

環境整備費において、集落排水事業特別会計繰出金を増額し、商工費の管理公社
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費には、越前がにミュージアム修繕工事を計上いたしました。 

    歳入につきましては、前年度繰越金を増額し、補正予算を調製いたしました。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

日程第５ 承認第１０号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度越前町集 

            落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第５ 承認第１０号 専決処分の承認を求めることについて

（令和元年度越前町集落排水事業特別会計補正予算（第３号））を議題といたし

ます。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 承認第１０号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年

度越前町集落排水事業特別会計補正予算（第３号））の提案理由を申し上げます。 

    本案につきましては、越前北部処理場において設備機器が故障し、早急に修繕す

る必要があることから、補正予算を編成し、地方自治法第１７９条第１項の規定

により、令和元年９月２６日に専決処分させていただきましたので、同条第３項

の規定により、承認を求めるものでございます。 

    専決処分いたしました集落排水事業特別会計補正予算（第３号）は歳入歳出それ

ぞれ６００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億９，２０

０万３，０００円と定めたものでございます。 

    歳出につきましては、漁業集落排水事業費の施設管理費において修繕工事費を計

上し、歳入につきましては一般会計繰入金を増額し、補正予算を調製いたしまし

た。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

日程第６ 承認第１１号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度越前町一 

            般会計補正予算（第６号） 

   

○議長（青柳良彦君） 日程第６ 承認第１１号 専決処分の承認を求めることについて

（令和元年度越前町一般会計補正予算（第６号））議題とします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

 

○町長（内藤俊三君） 承認第１１号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年

度越前町一般会計補正予算（第６号））の提案理由を申し上げます。 

    本案につきましては、去る１０月１２日から１３日に襲来した令和元年台風第１

９号により、被害を受けた公共施設等を早急に復旧する必要が生じたことから、

補正予算を編成し、地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和元年１０月

１５日に専決処分させていただきましたので、同条第３項の規定により承認を求

めるものでございます。 

    専決処分いたしました一般会計補正予算（第６号）は歳入歳出それぞれ４６５万

６，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４２億８，３
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７４万６，０００円と定めたものでございます。 

    歳出につきましては、民生費の災害復旧費、災害救助費において、災害公費義援

金を計上し、衛生費、土木費及び教育費にはそれぞれ復旧費用を計上いたしまし

た。 

    歳入につきましては、町有建物災害共済金を充当するとともに、前年度繰越金を

増額し、補正予算を調製いたしました。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

日程第７ 議案第６５号 人事院勧告に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につい 

            て 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第７ 議案第６５号 人事院勧告に伴う関係条例の整理に関

する条例の制定についてを議題といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第６５号 人事院勧告に伴う関係条例の整理に関する条例の

制定についての提案理由を申し上げます。 

    この議案につきましては、人事院勧告に基づく国家公務員の給与に関する法律の

一部改正に鑑み、議会議員及び常勤の特別職の期末手当の支給月数を改定すると

ともに、一般職の給与及び勤勉手当の支給率等の改定を行うため、条例を制定す

るものでございます。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

日程第８ 議案第６６号 越前町景観条例の制定について 

 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第８ 議案第６６号 越前町景観条例の制定についてを議題

といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第6６号 越前町景観条例の制定についての提案理由を申し

上げます。 

    本案につきましては、住民が愛着と誇りを持って暮らせるまちづくりを目指し、

長い時間の中で受け継がれてきた越前町らしさを感じられる良好な景観を守り育

て次の世代に引き継いでいくため、景観法に基づく制限や基準を定める条例を制

定するものでございます。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

日程第 ９ 議案第６７号 越前町簡易水道給水条例の一部改正について 

日程第１０ 議案第６８号 越前町上水道事業給水条例の一部改正について 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第９ 議案第６７号 越前町簡易水道給水条例の一部改正に

ついて、日程第１０ 議案第６８号 越前町上水道事業給水条例の一部改正につ
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いての２議案を一括して議題といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第６７号 越前町簡易水道給水条例の一部改正について及び

議案第６８号 越前町上水道事業給水条例の一部改正についてを一括して提案理

由を申し上げます。 

    これら２議案につきましては、水道法の一部改正が令和元年１０月１日から施行

されたことに伴い、指定工事店の更新制度が導入されることとなったため、条例

の一部を改正するものでございます。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

日程第１１ 議案第６９号 令和元年度越前町一般会計補正予算（第７号） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第１１ 議案第６９号 令和元年度越前町一般会計補正予算

（第７号）を議題といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第６９号 令和元年度越前町一般会計補正予算（第７号）の

提案理由を申し上げます。 

    本予算案は、歳入歳出それぞれ１億５，３９０万８，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４４億３，７６５万４，０００円と定めるも

のでございます。 

    それでは、歳出予算の主な内容からご説明申し上げます。 

    まず、人件費でございますが、人事院勧告に伴い特別職及び一般職の職員の給料、

職員手当等共済費を科目ごとに増額いたしました。 

    次に民生費でございますが、社会福祉費の社会福祉総務費には、利用者の増加が

見込まれることから、障害者に対する医療費や福祉サービス費などの扶助費を増

額いたしました。 

    また、児童福祉費の保育諸費には、保育士の処遇改善に伴う私立保育所の運営委

託料を増額いたしました。 

    次に、農林水産業費でございますが、補助金の内示を受けまして、農業費の農業

振興費には、有害鳥獣捕獲数の増加などに伴い、捕獲謝礼や埋設手数料をそれぞ

れ増額し、農地費には廃止を必要とするため池の防災工事費及び県営中山間地域

総合整備事業負担金を計上いたしました。 

    次に、土木費でございますが、道路橋梁費の道路橋梁新設改良費では、社会資本

整備総合交付金の採択を受けている消雪設備の委託料と工事請負費との予算組み

替えを行いました。 

    次に、教育費でございますが、小学校費の教育振興費には学習指導要領の改定に

伴い、デジタル教科書等の備品購入費を計上いたしました。 

    最後に、公債費でございますが、公債費の元金及び利子では借入町債の利率見直

しに伴い、定時償還の元金及び利子をそれぞれ増減いたしました。 

    続きまして、歳入でございますが、国庫支出金、県支出金及び町債をそれぞれ計

上し、不足額については前年度繰越金を増額し、補正予算を調製いたしました。 
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    以上、よろしくご審議を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

日程第１２ 議案第７０号 令和元年度越前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

             ２号） 

日程第１３ 議案第７１号 令和元年度越前町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第１４ 議案第７２号 令和元年度越前町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第１５ 議案第７３号 令和元年度越前町公共下水道事業特別会計補正予算（第３ 

             号） 

日程第１６ 議案第７４号 令和元年度越前町集落排水事業事業特別会計補正予算（第 

             ４号） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第１２ 議案第７０号 令和元年度越前町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第２号）から日程第１６ 議案第７４号 令和元年度越前町

集落排水事業事業特別会計補正予算（第４号）までの５議案を一括して議題とい

たします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第７０号から議案第７４号までの５議案につきまして一括し

て提案理由を申し上げます。 

    最初に、議案第７０号 令和元年度越前町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）の提案理由を申し上げます。 

    本予算案は、歳入歳出それぞれ１，３６９万１，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２３億２，６４９万１，０００円と定めるものでご

ざいます。 

    歳出につきましては、保険給付費において退職被保険者等療養給付費及び退職被

保険者等高額療養費の増加に伴い、療養費の不足が見込まれるため、増額いたし

ました。 

    さらに、諸支出金において平成30年度福井県国民健康保険保険給付費等交付金の

確定等に伴う返還金を計上いたしました。 

    歳入につきましては、県支出金及び前年度繰越金等を充当し、補正予算を調製い

たしました。 

    次に、議案第７１号 令和元年度越前町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

は、保健事業勘定において歳入歳出それぞれ３，２５４万６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２４億４４８万７，０００円（保険事業

勘定２３億９，４０８万７，０００円、介護サービス事業勘定１，０４０万円）

と定めるものでございます。 

    歳出につきましては、地域支援事業費の介護予防生活支援サービス事業費及び包

括的支援事業・任意事業費において人事院勧告に伴う人件費を増額いたしました。 

    また、介護サービス等諸費及び特定入所者介護サービス等費において、施設利用

者の増加に伴い、施設介護サービス給付事業負担金及び特定入所者介護サービス

事業負担金について、いずれも不足することが見込まれるため、増額をいたしま

した。 

    さらに、介護予防、生活支援事業費及び包括的支援事業・任意事業費において利

用者の増加に伴い、通所型サービスＣ教室等、Ｃ教室送迎委託料及び相談業務委
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託料についていずれも不足することが見込まれるため、増額いたしました。 

    歳入につきましては、保険給付費及び地域支援事業費に係る国庫支出金、支払基

金交付金、県支出金並びに一般会計繰入金を増額し、不足額については前年度繰

越金を増額し、補正予算を調製いたしました。 

    次に、議案第７２号 令和元年度越前町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

は、歳入歳出それぞれ７８万４，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ４億６，３８６万３，０００円と定めるものでございます。歳出に

つきましては、簡易水道事業費の一般管理費において人事院勧告に伴う人件費を

増額し、公債費の元金及び利子では既借入債の利率見直しに伴い、定時償還の元

金を増額し、利子を減額いたしました。 

    歳入につきましては、一般会計繰入金を減額し、補正予算を調製いたしました。 

    次に、議案第７３号 令和元年度越前町公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）は、歳入歳出それぞれ２５２万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ８億７，８６２万８，０００円と定めるものでございます。 

    歳出につきましては、公共下水道事業費の一般管理費において、人事院勧告に伴

う人件費を増額し、施設整備費では公共ガス設置における工事請負費を計上いた

しました。 

    歳入につきましては、負担金を増額し、補正予算を調製いたしました。 

    最後に、議案第７４号 令和元年度越前町集落排水事業特別会計補正予算（第４

号）は、歳入歳出それぞれ９１万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ２億９，２９２万１，０００円と定めるものでございます。 

    歳出につきましては、農業集落排水事業費の一般管理費において、人事院勧告に

伴う人件費を増額し、施設管理費では糸生中部処理場の汚泥引き抜きポンプ取り

かえなどの工事請負費を計上いたしました。 

    歳入につきましては、一般会計繰入金を増額し、補正予算を調製いたしました。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

日程第１７ 議案第７５号 令和元年度越前町上水道事業会計補正予算（第３号） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第１７ 議案第７５号 令和元年度越前町上水道事業会計補

正予算（第３号）を議題といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第７５号 令和元年度越前町上水道事業会計補正予算（第３

号）の提案理由を申し上げます。 

    本予算案は、収益的収入及び支出それぞれ２４８万７，０００円を減額し、収入

及び支出予定額の総額を２億６，７２５万円と改めるものでございます。 

    次に、資本的収入及び支出それぞれ１２１万７，０００円を増額し、収入予定額

の総額を９，４８４万１，０００円と改め、支出予定額の総額を１億６，２４８

万１，０００円と改めるものでございます。 

    収益的支出につきましては、営業費用において、人事院勧告に伴う人件費を増額

し、営業外費用では企業債利息を減額し、消費税納付金を増額いたしました。 

    収益的収入につきましては、営業外収益において他会計負担金を減額いたしまし

た。 
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    次に、資本的支出において、企業債償還金を増額いたしました。 

    資本的収入につきましては、他会計負担金を増額することで補正予算を調製いた

しました。 

    以上、よろしくご審議を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

日程第１８ 議案第７６号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町立陶の谷保 

             育所） 

日程第１９ 議案第７７号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町立織田保育 

             所、越前町織田児童館及び越前町織田子育て支援センタ 

             ー） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第１８ 議案第７６号 公の施設の指定管理者の指定につい

て（越前町立陶の谷保育所）、日程第１９ 議案第７７号 公の施設の指定管理

者の指定について（越前町立織田保育所、越前町織田児童館及び越前町織田子育

て支援センター）の２議案を一括して議題といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第７６号及び議案第７７号の公の施設の指定管理の指定にい

てを一括して提案理由を申し上げます。 

    これら２議案につきましては、越前町立陶の谷保育所並びに越前町立織田保育所、

越前町織田児童館及び越前町織田子育て支援センターにおきまして、民間の能力

や手法を活かしてさらなる保育サービス及び子育て支援の充実と効率的、効果的

な運営を図るため、施設の管理運営を行う指定管理者の候補者として、越前町指

定管理者候補者選定委員会において、社会福祉法人四ヶ浦保育園が選定されまし

たので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、提案するものでござい

ます。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

日程第２０ 議案第７８号 公の施設の指定管理者の指定について（道の駅「パークイ 

             ン丹生ヶ丘」観光案内所） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第２０ 議案第７８号 公の施設の指定管理者の指定につい

て（道の駅「パークイン丹生ヶ丘」観光案内所）を議題といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第７８号 公の施設の指定管理者の指定について（道の駅

「パークイン丹生ヶ丘」観光案内所）の提案理由を申し上げます。 

    本案につきましては、道の駅「パークイン丹生ヶ丘」観光案内所におきまして、

民間の能力やノウハウを活用し、サービスの向上と観光の振興を図るため、施設

の管理運営を行う指定管理者の候補者として越前町指定管理者候補者選定委員会

において株式会社Ｆ＆Ｅが選定されましたので、地方自治法第２４４条の２第６

項の規定により提案するものです。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 
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日程第２１ 議案第７９号 公の施設の指定管理者の指定について（越前がにミュージ 

             アムマーケット棟） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第２１ 議案第７９号 公の施設の指定管理者の指定につい

て（越前がにミュージアムマーケット棟）を議題といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第７９号 公の施設の指定管理者の指定について（越前がに

ミュージアムマーケット棟）の提案理由を申し上げます。 

    本案につきましては、越前がにミュージアムマーケット棟におきまして、民間の

能力やノウハウを活用し、サービスの向上と観光の振興を図るため、施設の管理

運営を行う指定管理者の候補者として越前町指定管理候補者選定委員会において

株式会社かねいち水産が選定されましたので、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により提案するものです。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

日程第２２ 議案第８０号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町朝日デイサ 

             ービスセンター「朝寿苑」ほか２施設） 

日程第２３ 議案第８１号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町越前地域福 

             祉センター） 

日程第２４ 議案第８２号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町朝日保健セ 

             ンター） 

日程第２５ 議案第８３号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町織田保健福 

             祉センター） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第２２ 議案第８０号 公の施設の指定管理者の指定につい

て（越前町朝日デイサービスセンター「朝寿苑」ほか２施設）から日程第２５ 

議案第８３号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町織田保健福祉セン

ター）までの４議案を一括して議題といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第８０号から議案第８３号までの公の施設の指定管理者の指

定についてを一括して提案理由を申し上げます。 

    これら４議案につきましては、越前町朝日デイサービスセンター「朝寿苑」越前

町宮崎デイサービスセンター「ホタル荘」、越前町織田デイサービスセンター、

越前町越前地域福祉センター、越前町朝日保健センター及び越前町織田保健福祉

センターの６施設の管理運営を行う指定管理者の候補者として、これまでの実績

や施設利用者の利便性を考慮し、地域に密着した社会福祉法人越前町社会福祉協

議会を選定いたしましたので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により提

案するものでございます。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 
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日程第２６ 議案第８４号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町国民健康保 

             険織田病院及び越前町児童デイサービスセンター） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第２６ 議案第８４号 公の施設の指定管理者の指定につい

て（越前町国民健康保険織田病院及び越前町児童デイサービスセンター）を議題

といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第８４号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町国

民健康保険織田病院及び越前町児童デイサービスセンター）の提案理由を申し上

げます。 

    本案につきましては施設の指定管理者の候補者として、地域医療を推進するため、

これまでの実績を考慮し、公益社団法人地域医療振興協会を選定いたしましたの

で、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により提案するものでございます。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

日程第２７ 議案第８５号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町農林水産物 

             等流通促進施設「おもいでな」） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第２７ 議案第８５号 公の施設の指定管理者の指定につい

て（越前町農林水産物等流通促進施設「おもいでな」）を議題といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第８５号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町農

林水産物等流通促進施設「おもいでな」）の提案理由を申し上げます。 

    本案につきましては、越前町農林水産物等流通促進施設「おもいでな」の管理運

営を行う指定管理者の候補者として、町内公共施設の管理運営の実績を有した有

限会社宮崎おもいで屋を選定いたしましたので、地方自治法第２４４条の２第６

項の規定により提案するものでございます。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

日程第２８ 議案第８６号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町織田農村環 

             境改善センター「サンライズ織田」） 

日程第２９ 議案第８７号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町立福井総合 

             植物園プラントピア朝日） 

日程第３０ 議案第８８号 公の施設の指定管理者の指定について（越前陶芸村文化交 

             流会館） 

日程第３１ 議案第８９号 公の施設の指定管理者の指定について（越前温泉露天風呂 

             漁火） 

日程第３２ 議案第９０号 公の施設の指定管理者の指定について（アクティブハウス 

             越前） 

日程第３３ 議案第９１号 公の施設の指定管理者の指定について（道の駅「越前」観 

             光案内所） 
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日程第３４ 議案第９２号 公の施設の指定管理者の指定について（越前がにミュージ 

             アム） 

日程第３５ 議案第９３号 公の施設の指定管理者の指定について（越前岬水仙ランド） 

日程第３６ 議案第９４号 公の施設の指定管理者の指定について（越前温泉露天風呂 

             日本海） 

日程第３７ 議案第９５号 公の施設の指定管理者の指定について（古墳公園ほか５施 

             設） 

日程第３８ 議案第９６号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町営朝日総合 

             運動公園ほか２施設） 

日程第３９ 議案第９７号 公の施設の指定管理者の指定について（越前町営織田勤労 

             者体育館） 

日程第４０ 議案第９８号 公の施設の指定管理者の指定について（朝日海洋センター） 

 

○議長（青柳良彦君） 日程第２８ 議案第８６号 公の施設の指定管理者の指定につい

て（越前町織田農村環境改善センター「サンライズ織田」）から日程第４０ 議

案第９８号 公の施設の指定管理者の指定について（朝日海洋センター）までの

１３議案を一括して議題といたします。 

    本案についての提案理由の説明を求めます。 

    町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） 議案第８６号から議案第９８号までの公の施設の指定管理者の指

定についてを一括して提案理由を申し上げます。 

    これら１３議案につきましては、越前町織田農村環境改善センター「サンライズ

織田」、越前町立福井総合植物園プラントピア朝日、越前陶芸村文化交流会館、

越前温泉露天風呂漁火、アクティブハウス越前、道の駅「越前」観光案内所、越

前がにミュージアム、越前岬水仙ランド、越前温泉露天風呂日本海、古墳公園、

織田中央公園、朝日中央公園、朝日東部１号公園、朝日東部２号公園、朝日東部

３号公園、越前町営朝日総合運動場、越前町営球技場、越前町営アクティブラン

ド運動場、越前町営織田勤労者体育館及び朝日海洋センターの２０施設の管理運

営を行う指定管理者の候補者として、これまでの実績を考慮し、施設の管理能力

がすぐれている一般財団法人越前町公共施設管理公社を選定いたしましたので、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により提案するものでございます。 

    以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（青柳良彦君） ここで暫時休憩をいたします。 

    午前１１時５分から本会議を再開いたしますので、定刻までにご参集ください。 

 

休憩  午前１０時５１分 

 

 

 

再開  午前１１時０４分 

 

○議長（青柳良彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

日程第４１ 一般質問 
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○議長（青柳良彦君） 日程第４１ 一般質問を行います。 

    質問者は通告書に基づき、要領よく簡潔に質問してください。 

    また、答弁については的確にお願いいたします。 

    質問の順はお手元に配付の一覧表の順により行います。 

    順番に発言を許します。 

    初めに、一問一答方式での質問を行います。 

    １４番、吉村春男君。 

１４番（吉村春男君）登壇 

○１４番（吉村春男君） 議長のお許しをいただきましたので、通告に基づいて、一般質

問させていただきます。 

    まず、１問目は、城ヶ谷登り口から四ヶ浦小学校通学路についてですけれども、

この城ヶ谷登り口から四ヶ浦小学校に行く道は、非常に今私いつも車で通るんで

すけれども、ここに質問する前に歩いて小学校まで行きました。年齢も年齢です

から、結構時間もかかりましたし、ところどころで危険だなという場所もありま

した。そんなところを四ヶ浦小学校の１年生の子供たちから６年生の子供たちが

雨の日、風の日、通るんだなと思うと、何か胸寂しい、私は議員をやっていて、

子供たちに申しわけなかったなという、もう少し早くここを見て、もう少し安全

で子供たちが楽しく通学できるような道にしてあげたかったなというのが実感で

ございます。 

    また、ここは町道でございまして、町の避難道路、四ヶ浦小学校避難道路でもあ

ります。そういった形で早急に整備できることはしてあげてほしいとこんなふう

に思います。 

    何か道路に対してはいろいろ聞いてはいますけれども、それで済まされることじ

ゃないと、こんなふうに思いますので、その点ひとつご答弁をお願いします。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

○町長（内藤俊三君） それでは、吉村議員のご質問にお答えをいたします。 

    議員ご質問の道路は町道小樟城ヶ谷線で、国道３０５号小樟地係の黒崎トンネル

南側坑口付近を起点に四ヶ浦小学校を経由して国道３０５号城ヶ谷地係へと至る

延長１，６３２メートルの道路であります。この道路は、起点側の四ヶ浦小学校

から小樟地係までの区間は著しく急な坂道で、終点側の四ヶ浦小学校から城ヶ谷

地係までの区間は急カーブが連続しており、さらに道幅４メートル未満の区間が

全体の７０％もあり、普通車同士のすれ違いが困難な箇所が数多くあるため、車

両の通行においては非常に走行しにくい道路であることは認識しております。 

    また、議員のご質問の中にもありましたとおり、この道路は四ヶ浦小学校に通学

する児童の通学路であるとともに、指定避難所である小学校への避難路としても

利用される道路であるため、児童や災害時における避難者の安全確保のための道

路整備の必要性は十分に感じております。 

    現在の道路の整備状況につきましては、四ヶ浦小学校から小樟地係までの区間は

合併前の旧町時代に実施した小樟地区土地改良事業に合わせて、道路を拡幅する

ことができる区間については可能な限り道路を広げ、拡幅が困難な箇所において

は待避所を設けるなど、部分的に改良を行ってまいりました。 

    一方、議員ご指摘の四ヶ浦小学校から城ヶ谷地係までの区間においては、落石や

のり面崩壊のおそれがある箇所について、既存のコンクリート擁壁のかさ上げや

落石防護柵の設置など、主に道路災害への予防対策工事を部分的に実施してまい
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りました。 

    しかし、道路の一部区間において、道路敷地の所有権に関し、地権者と町との間

で見解の相違が生じているため、合併前から断続的に協議を重ねておりますが、

いまだ解決に至っておらず、道路の拡幅、あるいは抜本的な防災対策など、道路

の安全性を高める上での必要な措置には手つかずの状態にあります。 

    しかしながら、先ほども申しましたように、通学路や避難路としての道路の利用

を勘案しますと、道路の拡幅や道路線形の改良、あるいはのり面崩壊対策など、

一定の道路整備は必要であると考えております。したがいまして、今後とも引き

続き地権者との協議を進め、よりよい結果に達するよう、問題解決に向け努力す

るとともに、解決後には利用者が安全で安心して通行できる道路とすべく改良整

備に取り組んでまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りますようお願い

いたします。 

○議長（青柳良彦君） 吉村春男君。 

○１４番（吉村春男君） 丁寧なご答弁いただきました。 

    ひとつぜひとも３０５号線の今お話しの城ヶ谷登り口調査に行ったら、ぜひ一遍

上がってみていただきたいと、こんなふうに思いますし、これは私、城ヶ谷と四

ヶ浦と言っていますけれども、越前町全体の学校の統合、現行統合あると思いま

すので、そういったことも一度調査をするなりしていただきたいと、これは要望

しておきます。 

    また、町長はきょう、議会終わったら、ぜひ一度あそこの道を車じゃなくて、若

いんですから、歩いていただきたいと、こんなふうに思います。 

    これはこれで終わりたいと思います。 

    次の２問目、災害時の高齢者、障害者についての対応。 

    災害時に高齢者や障害者が安全な施設へいろいろと案内する方策、シミュレーシ

ョンはされているのかということを質問したんですけれども、何でこれを私やっ

たか、お聞きするかというと、当然いろいろな先輩議員やらいろいろな議員さん

から聞いていますけれども、台風は１９か、２０号とか、越前地区で避難してく

ださいというマイク入りました。そうしたら、２カ所あるんです。越前地区には、

今のアクティブ体育館だったと思うんです。それでもう一つはコミュニティセン

ターの道口のあそこへ避難してくださいと。これは非常にいいんですけれども、

その後日、何人かの人がそんな道口のコミュニティーセンターまで行けと言って

もとてもそんなの行かれへんし、何とか議員さん、もう少し里山へと飛んでから、

こっちのほうはサブコミュニティセンターのほうへ避難できるように、もう少し

距離的にできないんですかという人が何人もあったんです。 

    私も、考えてみると、マイク聞いたときに、道口のコミュニティーセンターまで

梅浦から行けといっても本当に行けるやろうかと、それはいろいろ車で運ぶとか

ということはあるんでしょうけれども、非常にそういう中でも避難してください

というのに、不安感があって、本当に安全に行かれるのかというのが町民に対し

ての気持ちがあったので、そういう連絡があったと思います。その点について、

一遍今後どうするのか。 

    さっきも同じことを言いますけれども、これも越前町の１地区だけじゃなくて、

町全体でもそういうような避難してくださいと言っても非常に離れていてしにく

い。そういうところがないかということも調べてほしいし、私はそのとき、聞い

たときには、なぜ各地域に集落センターとか、そういうちゃんとした規定に合わ

せた施設があるのに、例えば言うと、新保にもある。せめて宿・新保・城ケ谷は
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そこへ寄ってくださいとか、そういった形をとっていただければもっと避難しや

すいんじゃないかという、避難せよ避難せよと言ってもとてつもないところへ行

けといっても、自分にしてもちょっと大変だなと思うんで、特に歳行っている方

はそういうことに心配があるということでありますので、その点も今後含めて、

これは町長さん、答弁するのかな、ちょっと答弁できたらしてください。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

○町長（内藤俊三君） それでは、災害時の高齢者、障害者の対応についてお答えいたし

ます。 

    近年の大規模災害では、高齢者や障害者が多数犠牲となっており、災害時におけ

る要配慮者への支援や対応は大変重要であります。町では高齢者や障害者など、

災害時の避難に支援が必要な方には本人や家族、民生委員児童委員を通じて申請

をしていただき、災害時要援護者台帳を整備しており、現在９０６名が登録され

ております。 

    登録申請をされる方には、災害時に区長や民生委員児童委員、社会福祉協議会や

消防機関などが連携しながら支援ができるよう、情報提供に関する同意をいただ

いております。 

    また、台帳に登録された方の災害時の予防対策として、ご自宅に緊急通報装置シ

ステムの設置を行っております。このシステムは、災害時要援護者が突発的な災

害、事故、急病に見舞われた場合に、簡単な操作により緊急事態を鯖江丹生消防

組合に通報するというものです。設置対象者はおおむね65歳以上の独居世帯、高

齢者のみの世帯及びこれに準ずる世帯に属する高齢者並びに身体障害者のみ世帯

及びこれに準ずる世帯に属する障害者で申請された方に対して設置をしておりま

す。 

    設置世帯数は１２月１日現在、１３１世帯であります。そのほか、音声での情報

提供が困難な聴覚障害者の方への災害情報の提供手段として、町の災害情報のメ

ール配信サービスが利用できるよう、スマートフォンなどへの登録を進めており

ます。 

    町では、現在、災害発生時の要援護者の方の避難に関しては自主避難の段階にお

いても、社会福祉協議会などの協力を得ながら、役場への要請があった場合、次

のような措置を講じております。 

    まず、自力で歩けるがひとり暮らしで避難所まで遠いといった人に対しては要援

護者対応職員が２人１組で公用車により避難所までの送迎を行います。 

    また、常時車いすの人や歩行が困難な高齢者の人で移動手段がないひとり暮らし

の人に対しては、福祉車両を有する社会福祉協議会へ送迎を依頼します。依頼を

受けた社会福祉協議会は、福祉車両で役場要援護者対応職員とともに依頼者を迎

えに行き、避難所へ移送します。さらに一般の避難所では対応が難しい難病の方

や特別障害者や認知症の方などについては協定を結んでいる特別養護老人ホーム

や介護老人保健施設等の福祉施設へ受け入れをお願いしております。 

    しかしながら、町全域に及ぶような大規模災害が発生した場合には、庁舎や職員

が被災して、行政機能が麻痺することも考えられ、これまでのような方法で要援

護者の避難を支援することは難しくなります。こうした場合を想定して、住民の

共助による地域ぐるみの避難支援体制を確立していかなければならないと考えて

おります。 

    共助力の強化の取り組みとしましては、昨年より、社会福祉協議会が区長、民生

委員児童委員、福祉推進委員の三役合同研修会を開催し、災害時助け合い、住民
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支え合いマップづくりが実施されております。 

    地域の中で、災害時の要援護者の安否確認や避難の方法を決めておくことは大変

重要です。こういった活動を継続していただくことで、地域における助け合いの

ネットワークがより一層広まることを期待しております。町といたしましても、

社会福祉協議会や区長、民生委員、児童委員、自主防災組織、その他関係機関と

の連携をさらに密にし、平素より要援護者台帳の更新や防災体制の強化を図り、

迅速で円滑な避難につなげてまいりたいと存じますので、ご理解とご協力賜りま

すようお願いいたします。 

○議長（青柳良彦君） 吉村春男君。 

○１４番（吉村春男君） ご丁寧にご答弁していただきました。 

    従来どおり、決まり切った答弁だったなと思います。 

    私は、一番ポイントは、避難してくださいといったときに、本当に安心して避難

できる、距離的にも避難のできる、例えば歩いてでも行けるような、そういう集

落に場所があったら、できるだけそこに避難するように、お願いしたいというこ

とでございますんで、そのことが一言もなかったことは、その後から、今後、ち

ょっと検討してみてください。お願いをしておきます。 

    それから、これは福井県の障害者社会参加推進センターでこういうものをつくっ

て、町長にお渡ししたんですけれども、こういうものをつくって、そしてここに

申込書というのを、できればこれを参考にして、取り上げていただければ幸いだ

と思います。このパンフレットは県で７，０００部ほどつくってあるということ

で、もしよろしければ、何千部というわけにいかんですけれども、数だけのこと

ぐらいは何とかなるんじゃないかという、そういうことで大分効果が出ていると

いうことを聞きましたので、これは町長さんよりも担当の民生理事の皆さんに一

つぜひお願いしておきます。 

    時間も迫ったんで、次の新庁舎のことですけれども、これはいろいろ聞かれるん

です。新庁舎ができるのを楽しみにしている人、それからできるんかという人、

どうでもいいというとちょっとおかしいんですけれども、そういうことはないん

ですけれども、結構多いんです。全く役場に建てているけれども、一体いつでき

るんやと、それは広報とかいろいろなところに報告してあるんですけれども、そ

ういった中では、私に、せめて３分の１できた、次はこれができますとかという

ぐらいの、例えば、ここ見たんですけれども、二、三日前は、何か前は鉄筋しか

なかったんだけれども、きょう来てみたら、建てて八割も建っていて、大分でき

たなと、そういうようなことを希望しているんだと思うんです。 

    だから、そういったこともできれば毎月の、毎月というとどうなるか知りません

けれども、できればちょっと写真でも、現在これだけで来ましたというぐらいの

ことはしていただいたほうがいいんじゃないかというので、お願いをしておきま

すし、向こうの新庁舎、これは質問の中にないんですけれども、関連があるんで、

ちょっとお話ししますけれども、これは役場の庁舎というのは私は町民のもので

あって、町民が喜んでこの庁舎へ来ていただくような庁舎になると、図面見れば

わかりますけれども、それと同時に職員が仕事しやすいように、議会でも何人か

の議員が質問していましたけれども、そういったことを十分注意しながら、あと

からこれをすればよかった、これもどうやったというのではなくて、慎重に慎重

を重ねて町民が喜ぶ、役場へ行って楽しいんやというような、そういう庁舎を建

てて、それから職員が安心してできるような、そういう庁舎にしていただきたい。 

    図面が決まっていると言えばそれまでですけれども、それはまた理事者の考えに
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よって、多少なりの大々的なことは難しいですけれども、内面的なことは可能じ

ゃないかなと。だから本来なら３月にしたかったんですけれども、早いほうがい

いかなと思ってさせていただきました。 

    これに対して、もし答弁ができたらしてください。もう時間がないので簡単に。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

○町長（内藤俊三君） それでは、新庁舎の工事進捗状況や見取り図などの広報をしては

どうかということについてのお答えをいたします。 

    まず、工事進捗状況の広報につきましては、現在町のホームページにおきまして、

おおむね月１回のペースで工事状況の報告を掲載しております。内容は、４月の

新庁舎建設工事の安全祈願祭に始まり、くい打ち工事、掘削土工事、基礎地中の

鉄筋型枠工事、コンクリート打設工事、埋め戻し土工事などの写真を説明文とと

もに掲載し、工事の状況について報告をしてまいりました。 

    これまでは基礎工事など、地中に隠れてしまう工事がメーンでございましたが、

今後は鉄骨建て型工事、外装工事など、進捗がわかりやすい工事がメーンとなっ

てまいりますので、鉄骨が建ち上がり、建物の全体像が見えてくるタイミングあ

たりで町の広報紙においても進捗状況を報告する記事を掲載したいと考えており

ます。 

    また、ホームページにおきましては、今までと同様に、工種ごとの作業がわかる

ような写真とともに、状況を報告してまいりたいと考えております。 

    次に、見取り図などの広報についてでございますが、計画平面図等につきまして

は、町の広報紙、ことしの２月、３月、４月号で特集記事として、また町のホー

ムページにおきましては、整備の概要として掲載し、周知してまいりました。 

    今後は新庁舎が完成し、供用開始となる前のタイミングで平面詳細図、例えば１

階、２階、３階には何があるのかといったような平面配置図、各課や窓口がどの

ように配置されているかの詳細案内図などを広報紙やホームページに掲載し、公

開してまいりたいと。また新庁舎竣工後には、竣工式の後に町民向けの内覧会も

実施してまいりたいと考えております。 

    いずれにいたしましても、新庁舎整備は町の重大事業であり、十分な住民周知が

必要でございます。また、町民に混乱を与えることなく、円滑に新庁舎へ機能移

転を行うためにも、タイムリーな情報提供が必要であるという議員のご提言であ

ると存じますので、広報紙やホームページでの掲載や、区長会等での周知など、

折に触れ、機を得ながら整備関連情報を公開、周知してまいりたいと考えており

ますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

○議長（青柳良彦君） 吉村春男君。 

○１４番（吉村春男君） ありがとうございました。 

    まだ、私の質問の気がつかんところまでご答弁していただきまして、ありがとう

ございます。３問目のこれは終わります。 

    次は、４問目の思いやり駐車場、これは、私も初めて新しい言葉聞いたんですけ

れども、１０月の中部ブロックの身体障害者の中部大会がありまして、各分散会

場に分かれて意見交換したところが、たしか三重県の人だったと思います。代表

で意見したときに、思いやり駐車場をつくったところ、非常に市民というんです

か、喜ばれたと、大した反響があったという発表があったんで、これはいい話や、

今度議会でちょっとお願いせんならんと思っていたんです。 

    この一般質問する機会を与えていただきましたんで、その発表者の方はその中で

質問したところが、もし議長言葉で誤解があったら訂正しますんで、ちょっと女
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性にかかわる問題なんで、これは妊婦さん、僕ははっきりわからない。例えば３

カ月になるととりに来るんでしょう、手帳か何か。そのあと何回かまたお見えに

なるんでしょう。そのときに、妊婦さん、これはまずワンスペースをつくってい

ただかなければならないので、もしできるならばワンスペースをつくっていただ

いて、そこを思いやり駐車場といって、妊婦さんが安心して駐車できる。役場へ

行ったら、例えば３カ月ではちょっとあれですけれども、もう少しおなか大きく

なってきますと、はなから来るよりも、そういったことが今後の子供増加という

とちょっと大げさですけれども、そんなことを言っていました。大分細かく時間

ですよと言われましても言っていましたけれども。 

    それをぜひ、今新しい庁舎ができる、新しい駐車場ができる、そのできるところ

へどこか、ワンスペースができたらお願いしたいということで、思いやり駐車場

を質問させていただきました。 

    答弁がありましたらお願いいたします。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

○町長（内藤俊三君） それでは、お答えいたします。 

    思いやり駐車場とは、身体障害者用駐車場とは別に車の乗降に広いスペースを必

要とする方、例えば高齢者、障害者、妊婦さん、ベビーカーやチャイルドシート

を使う親子、けがをしている人などは、車の乗降時にドアを大きく開ける必要が

あるため、このような方のための優先駐車場でございます。 

    新庁舎の整備におきましては、町民が利用しやすい庁舎を理念としておりますの

で、誰もが駐車しやすい環境づくりを行うため、議員ご提案のとおり、思いやり

駐車場を設置する予定でございます。新庁舎南側入り口、生涯学習センター入り

口付近に３台分設置することとしており、１台当たりの区画は通常の２．５メー

トル幅よりも広い３メートル幅を確保し、区画線は二重ラインを計画しておりま

す。また、障害者用駐車場につきましては思いやり駐車場に併設する場所に３台

分、それから新庁舎東側入り口付近に２台分を設置することとしております。 

    なお、思いやり駐車場、身体障害者用駐車場と両者を明記した案内看板、サイン

を設置して、広い乗降スペースを必要とする方がスムーズに利用できるように、

優先利用を促すこととしております。 

    誰もが利用しやすいように、ユニバーサルデザインに基づいて整備してまいりた

いと考えておりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げして、

吉村議員の一般質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（青柳良彦君） 吉村春男君。 

○１４番（吉村春男君） 心強いご答弁をいただきまして、私、数十年議員やっています

けれども、これほど町長が明確にご答弁していただけてありがとうございます。

今後ともひとつ、私はいつも言っていますけれども、越前町の町長は福祉に大変

理解があるんで、障害者の方もそれに準ずる方も安心して生活しなさいというこ

とをいつも言っていますんで、それを私も肝に銘じて頑張っているんで、町長も

ぜひその点をまたお含みいただいて、よろしくお願いいたします。 

    それでは、終わります。ありがとうございました。 

○議長（青柳良彦君） これで、吉村春男君の一般質問を終わります。 

    次に、１番、髙田浩樹君。 

    なお、髙田君の一般質問の終了後、昼休憩といたします。 

１番（髙田浩樹君）登壇 

○１番（髙田浩樹君） 議長のお許しをいただきましたので、通告書に基づき一般質問を
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いたします。 

    １つ目ですけれども、観光立町における公の施設についてです。 

    現在、本町の観光振興などに関連している商工観光課が所管する指定管理者制度

導入の公の施設には１５施設ありますが、この中で本定例会の議案でもあり、か

つ地方自治法第２４３条にて毎事業年度ごとに議会に経営状況について報告義務

がある財団法人越前町公共施設管理公社を指定管理者とする８つの公の施設につ

いて質問をいたします。 

    施設には、越前町立福井総合植物園プラントピア朝日、越前陶芸村文化交流会館、

越前温泉露天風呂漁火、アクティブハウス越前、道の駅「越前」観光案内所、越

前がにミュージアム、越前岬水仙ランド、越前温泉露天風呂日本海が今回の本会

議にて指定管理の指定の案件として出ております。これら８つの施設を今回の一

般質問では８つの公の施設と表しまして質問をさせていただきます。 

    町長の大きな政策の柱として観光立町があります。その実現に向けて総合振興計

画、総合戦略を中心に施策や事業が展開されていることと思いますが、先ほど申

しました８つの公の施設、これらもそのための役割を担っている部分もあるかと

考えます。 

    そこで、これら８つの公の施設の実績などについてお聞きしたいのですけれども、

現在の指定期間、決算の出ている平成２７年度から平成３１年度までの４年間に

ついての収支と利用者数、増減の傾向などについて伺います。 

○議長（青柳良彦君） 産業理事。 

○産業理事（牧田芳広君） それでは、初めに、平成２７年度から平成３０年度におけま

す、過去４年間の越前町公共施設管理公社が運営します８つの施設につきまして、

その合計した１年ごとの収支とあわせまして運営補助金の合計並びに平均額につ

いて申し上げます。 

    平成２７年度の事業収入は１億３，８１１万２，０００円、支出は３億１，６３

６万５，０００円でございます。収支はマイナスの１億７，８２５万３，０００

円です。 

    次に、平成２８年度におきましては、事業収入は１億４，７９８万８，０００円、

支出は３億４，７２７万９，０００円、収支はマイナスの１億９，９２９万１，

０００円でございます。 

    平成２９年度におきましては、事業収入は１億５，２４７万１，０００円、支出

が３億６，６１２万５，０００円、収支はマイナスの２億１，３６５万４，００

０円です。 

    最後に、平成３０年度におきましては、事業収入は１億５，７３０万５，０００

円、支出が３億８，３６１万５，０００円、収支はマイナスの２億２，６３１万

円となっております。 

    よって、過去４年間におきます８つの施設の事業収入合計５億９，５８７万６，

０００円で、これを年平均にいたしますと１億４，８９６万９，０００円となり

ます。 

    また、事業支出合計では１４億１，３３８万４，０００円で、これも年平均に換

算いたしますと３億５，３３４万６，０００円となっております。 

    また、町からの運営補助金でございますが、４カ年の合計が８億１，７５０万８，

０００円で、年平均に換算いたしますと２億４３７万７，０００円となっており

ます。 

    また、各年度におきます入込数でございますが、４カ年平均について申し上げま
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すと、８施設の入り込み数の合計は平成２７年度が９２万４，２２２人、平成２

８年度は９７万５，９０５人、平成２９年度におきましては９８万８，６７１人、

平成３０年度では１０５万１，４０６人と増加しております。年平均では９８万

５，０５１人の入込数となっております。入込数の４年間の動向を見てみますと、

露天風呂漁火、アクティブハウス越前並びに越前陶芸村文化交流会館におきまし

ては減少傾向にございますが、その他の施設におきましては、年々ふえているこ

とから、施設全体でを見ますと増加傾向にあると考えております。 

    以上でございます。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） 利用者とか入込客数は総じてふえてきている。また、運営補助も

赤字です、収支マイナスの部分も総じてふえていっているということやったと思

いますけれども、ちょっとまた、この話はまた後ほどとしまして、収支について

いろいろと運営補助に係ることについてお聞きしたんですけれども、今回の定例

会の専決でもありますように、施設の改修、修繕、備品購入等に関しても町から

の支出があると思うんですけれども、あとまた人的な支援とかもされていると思

うんですが、ここら辺についてご答弁いただければと思います。 

○議長（青柳良彦君） 産業理事。 

○産業理事（牧田芳広君） それでは、先ほど申し上げました公社運営しております施設

での支出以外での、町が実施しております改修、修繕、備品購入等に係る支出の

１年間当たりの平均支出額並びに人的支援について申し上げます。 

    平成２７年度では２億３，５３９万９，０００円、次に、平成２８年度では２億

３，３１０万２，０００円、平成２９年度では５，９３１万２，０００円、平成

３０年度では６，１４３万６，０００円となっております。年平均に換算します

と、１億４，７３１万２，０００円の支出となっております。特に平成２７年度

と２８年度におきましては、越前がにミュージアムの整備工事がございましたの

で、支出の割合が高くなっているのが特徴でございます。 

    また、人的支援につきましては、ただいま総合植物園プラントピアに１名の学芸

員、そして、その他の施設に４名、計５名の職員を公社へ派遣している状況でご

ざいます。 

    以上でございます。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） よくわかりました。 

    公社に５名人的支援されているということでよくわかりまた。また、備品の購入

等、すごく山谷があるんだなということもよくわかりました。今、ご答弁いただ

いた支出なんですけれども、大事なポイントとしまして、充当した財源というの

があると思うんです。一般財源、特定財源の額、また、特定財源でもいろいろ起

債とかそういうのもあると思うんで、特定財源に関する内訳、そういったことを

含めて伺います。お願いします。 

○議長（青柳良彦君） 産業理事。 

○産業理事（牧田芳広君） それでは、初めに、一般財源と特定財源の年度ごとの内訳と

それぞれの平均金額について申し上げます。 

    平成２７年度におきましては、一般財源が２，７４３万２，０００円、特定財源

が２億７９６万７，０００円、平成２８年度でございますが、一般財源が４，５

４２万１，０００円、特定財源が１億８，７６８万２，０００円、平成２９年度

におきましては、一般財源が４，１１０万６，０００円、特定財源が１，８２０
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万６，０００円、最後に平成３０年度では、一般財源が３，６３１万６，０００

円、特定財源が２，５１２万円となります。これら年平均にいたしますと、一般

財源では３，７５６万９，０００円となり、特定財源では１億９７４万４，００

０円となっております。 

    また、４年間の特定財源の内訳でございますが、平成２７年度と２８年度に整備

されました越前がにミュージアムの整備工事を初め、越前地区の施設修繕等に充

当されました財源といたしまして、核燃料税補助金につきましては２，２３２万

６，０００円、電源地域振興補助金では４，５２４万８，０００円、もんじゅ交

付金では２億６，９０７万９，０００円、過疎債９，６９０万円、その他財産貸

付収入等々で５４２万１，０００円でございます。これら特定財源の合計をいた

しますと、４億３，８９７万４，０００円となっております。 

    次に、管理公社への町からの運営補助金、またそれ以外の修繕、改修、備品等に

よる支出額の財源の合計を平均いたしますと、一般財源と特定財源について申し

上げますと、運営補助金の年平均の一般財源は２億４３７万７，０００円でござ

います。それ以外の改修等にかかわる年平均の内訳は一般財源で３，７５６万９，

０００円、特定財源で１億９７４万４，０００円となっております。これら合計

いたしますと、一般財源では２億４，１９４万６，０００円、特定財源では１億

９７４万４，０００円となっております。 

    以上でございます。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） ポイントとして一般財源やと思うんです。年間２億４，０００万

円一般財源を使われていると特定財源の中でも一部過疎債があるとは言っていま

したけれども、それはまた計算しないといけないんですけれども、純粋に２億４，

０００万円一般財源で今これらの８つの公の施設で使っているということがよく

わかりました。 

    本町の一般会計の歳入は普通交付税で３０％以上で、合併の算定がえ適用期間が

もう今年度までということであります。また、人口減少、そういった意味では町

税の見込みも全然楽観できない状況でありますので、今後一般財源確保していく

というのが厳しくなるというのは想定されています。一方では、超高齢化進んで

いますし、それに伴うさまざまな住民サービス、公共施設等、また上下水道等含

めまして老朽化などに伴う更新費用、また町債の償還、もちろん時代が激しく変

化してきますので、また想定外に政策的経費を要する事態もあり得ると思います。 

    今、一般財源の話しをお聞きしましたけれども、そのような先ほどの答弁もあり

ました一般財源経常的に使われていると、２億４，０００万円、ちょっとこれは

設備によって変わったりするんでしょうけれども、基本、ベースとして２億円ぐ

らいはあるということで、そういったことで、また人的支援も行われていると、

そういった状況で、これらの公の施設に関して、実際観光でどれぐらい寄与して

いるのかということで、また分析評価について伺いたいと思います。 

○議長（青柳良彦君） 産業理事。 

○産業理事（牧田芳広君） それでは、過去４年間の今試算を申し上げましたけれども、

年平均での一般財源、議員ご指摘の２億４，２００万円となります。大変高額と

なっていることは事実でございます。 

    これらの施設におきましては、町民の文化振興を初め健康福祉の増進、また住民

サービスの向上を図るための目的の施設でもございます。その中でも特に観光に

関してどのように寄与しているかについての分析と評価ということでございます
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が、現在のところ観光入込数は増加傾向にございます。多くのお客様にお越しい

ただいております。９月の定例会でも町長が答弁させていただきましたが、観光

は交流人口を拡大し地域経済の活性化につながるということで、次世代の成長分

野として期待されているということを申し述べさせていただきました。 

    しかし、特に観光に関してどのように寄与しているかというような分析評価につ

きましては、一般的に数値的には行っておりません。特に数値化したものはござ

いませんが、旅館業、宿泊業、飲食業、交通事業者等といった分野だけでなくて、

製造業、農林水産業の幅広い分野に関連がある裾野の広い産業と考えております。

そのためにも観光客を誘引する核となる施設を運営することで、地域全体への生

産波及効果、また経済効果にもつながっていると考えております。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） どのように寄与しているかというのを定量的にははかっていない

ということに尽きるのかなと今のご答弁は思うんですけれども、もちろん考え方

としては、すごく大事ですし、入込客数が実際にふえているということは、そう

いった意味での寄与されているという部分はあると思うんですけれども、そうな

ってきますと、モニタリングのあり方、どれぐらいの頻度でどのように評価とか、

分析されているのか、またどういった位置づけ、それらを生かしてまたどのよう

に改善して、次の実績に結びつける、いわゆるＰＤＣＡサイクルのようなプロセ

ス、そういったものを含めて８つの公の施設のモニタリングのあり方について伺

います。 

○議長（青柳良彦君） 産業理事。 

○産業理事（牧田芳広君） ただいまのご質問、どれぐらいの頻度でどのように評価や分

析を行っているかというご質問だと思いますが、これまでは指定管理者からは毎

月の実績報告書の提出時に内容の説明をお受けし、その中で改善点や実績の報告

などをいろいろ受けまして担当課で対応してまいりました。また、モニタリング

等のあり方につきましては、それぞれの施設では利用者のアンケートにより観光

客の方からのご意見、要望を把握したりしまして、管理運営に反映し、利用者へ

のサービス向上に取り組んでいるところでございます。 

    しかしながら、これまでいわゆる業務実施状況等についての確認するため、今ご

指摘のＰＤＣＡサイクルのようなプロセスを通してのモニタリングといった評価

方法につきましては、基本協定の中で直接事業計画書の作成につきましても、課

題分析、事業評価法についての項目がございますけれども、これまで行っておら

ないのが現状でございます。 

    今後、さらなるコスト削減、またサービスの質、継続性などの項目につきまして

は定量的な評価分析を行うため、必要に応じてモニタリングの方法やまたその体

制なども含めまして検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りた

いと思います。 

    以上でございます。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） 今唯一というか、されているのがアンケートで、これもちょっと

若干定性的かなと思うんですけれども、そういった定性的なことも大事だと思う

んですけれども、ちょっと基本的に計画をつくってそれに対してモニタリングし

て、もちろん計画の中では管理目標を上げてということでやっていくというのが

重要かなと思います。 

    これは、重要な面が２つありまして、１つは当然マネジメントしていくという意
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味で、こういった計画立てたり、ＰＤＣＡというのは重要な面があります。また、

一方もう一つ自分が重要だと思うのが、先ほどもずっと言っていますけれども、

一般財源とかそういったことを投入している、そういった投入しているというこ

とは、外部の人、特に住民の皆様、そういった人たちにこの施設どうやって動い

ているんだ、どういうふうな、いわば背骨です、計画、それに基づいて乗っかっ

てやっているんだという説明をする上でも、こういった一連のＰＤＣＡサイクル

というのは重要だと思います。 

    よその自治体と比較してもあれなんですけれども、県内のある自治体では、指定

管理者モニタリングマニュアルというものをつくって、公の施設の管理運営サー

ビスの提供に関して、協定書、仕様書、提案書に基づいて適正、かつ確実に管理

運営が履行されているか、施設の設置目的の達成や住民サービスの向上につなが

るかどうか、ＰＤＣＡサイクルに基づきモニタリングし、それらを毎年度モニタ

リング白書として公開している。そういった自治体もございます。その白書を見

せていただきましたけれども、非常に厳しい定量的な目標と、それと実績値が書

いてありました。かなり厳格に評価分析されて、かなりいろいろな評価点が厳し

くつけられておりました。 

    また、そこの自治体では指定期間の最終年度で外部の人も含めた評価委員、そう

いったので指定機関の評価なども行っています。そういったいろいろなさまざま

な角度から、これからまたそういったＰＤＣＡサイクル等を含めてどうやってモ

ニタリングしていくんだとか、どうやってマネジメントしていくだということも

また、公社の方としっかりと協議していただきたい。そのように思います。 

    次ですけれども、指定管理者の指定の手続について、越前町公の施設の指定管理

者指定の手続等に関する条例とか施行規則、また各施設に仕様書など、手続につ

いて記載ありますけれども、今回、この８つの施設に関してどのように行われた

のか、お聞きします。 

○議長（青柳良彦君） 産業理事。 

○産業理事（牧田芳広君） それでは、指定管理者制度の手続についてのご質問にお答え

します。 

    指定管理者制度は、多様化する住民ニーズに効果的に効率的に対応するため、公

の施設の管理に民間事業者のノウハウ等活用しつつ、住民サービス向上と経費の

削減を図ることを目的に、平成１５年９月の自治法により改正された制度でござ

います。指定管理者制度は、民間に類似的サービスがあり、民間事業者の持つ経

営ノウハウ発揮し、よりよいサービス提供が可能と思われるような施設は原則的

に指定管理者制度を導入します。 

    指定管理者制度を導入する場合は、複数の事業者から事業に関する計画や提案を

求め、そのうちの１社を指定管理者に指定する公募方式と公の施設の性格、規模、

機能等を考慮し、公共的団体または民間事業者を指定管理者として選定する指定

方式がございます。今回の指定管理の手続につきましては、これらのことを踏ま

えまして越前町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第５条第１項

並びに同条第２項第２号の規定によりまして、公募に寄らない指定管理者の候補

者として公共施設管理公社に指定会社となる意思確認を行い、指定申請書を受け

付けし、越前町公の施設の指定管理者の指定の手続に関する事務処理要領に基づ

き、公の施設に所管する課において審査し、選定結果を理事者に報告し、候補者

として選定をしたところでございます。 

    以上でございます。 
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○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） 条例とか規則に応じてワークしているという今、ご説明だったと

思うんですけれども、協定の際に協議が行われていると思うんですが、仕様書に

もありますが、どういった内容の協議がなされたのか、ちょっと主な意見とか、

主な話し合いについて、何かあればお聞きします。 

○議長（青柳良彦君） 産業理事。 

○産業理事（牧田芳広君） 今回の選定に当たりましては、基本的協定の前に規定により

７つの項目について公社と協議をいたしております。１つは協定書の項目につい

て、２つ目は事業計画書の作成方法について、３つ目は利用時間、休館日、利用

料金等の設定についてでございます。４つ目につきましては事業報告書の作成方

法、５つ目は事業評価の評価項目について、６つ目は県営の営業所等の変更手続、

これはいろいろな県の許可をいただいている変更の手続についてでございます。

また、その他町長が必要と認める事項となっております。この件について、協議

を行っておりますが、先ほども述べさせていただきましたが、５つ目の事業評価

の評価項目については、いわゆるアンケート調査を旨とするということでござい

ましたので、直接この評価の項目については協議をしていないというのが状況で

ございます。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） 今、ちょっと５番のことを聞こうかなと思ったんですけれども、

あらかじめ言われてしまったので、次にいきたいと思います。 

    今後の町からの支出、今回の議案の説明資料にも出ていましたけれども、今後の

５年間の運営補助、またそれと修繕とか備品購入等もまたあると思うんですけれ

ども、そういったものの見込みについてお聞かせいただければと思います。 

○議長（青柳良彦君） 産業理事。 

○産業理事（牧田芳広君） 今後、５年間の維持管理等の町からの支出の見込みについて

ということでございますので、これにつきましては、今定例会におきまして、公

の施設の指定管理者の指定についての議案を提出させていただいております。そ

の中の資料の中に１２億２，２６１万円というようなのを見込んでおります。 

    また、改修や修繕、備品等は特殊要因がなかった年度、いわゆる平成２７年度、

２８年度をちょっと外しまして、２カ年の平均で考え、約４，０００万円になる

ことから、５年間で２億円を見込んでいます。両方合計いたしますと、合計１４

億２，２６１万円となり、１年間当たりの平均が２億８，４５２万２，０００円

と、このような数字となっております。 

    以上でございます。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） 先ほど、一番最初のほうに聞いたときに平均２億円、金額補助か

かっているんだということで、それ５年間で１０億円だと思うんですけれども、

今回１２億円なんです、運営補助が。それでそういったことで利用者数は伸びて

は来ている。一方、運営補助金はだんだんふえていっているということが今お話

の中でちょっとわかったんですけれども、情報公開について、ここから話をさせ

ていただきたいと思いますけれども、もう何度も繰り返しになりますけれども、

住民と行政か相互理解を深めていくには情報公開したり、説明などを行っていく

ということが、どんな事業に関してもこれは重要だと思います。それはこの事業

に限らず。 

    ただ、住民の皆様に広く必要というか、わかりやすい事業というか、必要とされ
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ている事業、上下水道であるとか教育、それからあと福祉、こういった行政サー

ビスの支出というのは比較的理解されやすい。そういった側面はあると思います。

ただ、一方、今回のような施設、今今回１０億円から１２億円、５年間ですけれ

ども、なると。ただ利用者はふえている。そういったいい面もあれば、支出がふ

えているという面もあると思います。そういったことで、より情報公開、丁寧な

説明、そういったことをやっていかなあかんと私は考えますけれども、これらの

公の施設に関しての情報公開と説明のあり方について伺いたいと思います。 

○議長（青柳良彦君） 産業理事。 

○産業理事（牧田芳広君） 情報公開と説明のあり方ということでございます。情報公開

につきましては、今回のこれにつきましては管理公社の定款によりまして、事務

局に備えてあります帳簿は、過去５年間につきましては縦覧ができるということ

になっております。また、町といたしましては、特にこういう情報につきまして

はホームページ、広報紙では現在掲載しているというような状況ではございませ

ん。管理公社の運営管理につきましては、９月の議会におきまして、地方自治法

の規定によりまして、決算等を報告させていただきましたけれども、書類等につ

きましては、議員ご指摘のご満足いただけるような資料というのはなかったよう

に思っておりますので、これについては今後検討してまいりたいと思っておりま

す。 

    町としましても、情報公開につきましては、近隣見ましても指定管理者の決算状

況をばっと広げているような状況ではないと思いますが、できる限り広報紙等や

ホームページ等を利用した情報公開に努めてまいりたいという考えで思っており

ます。 

    以上でございます。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） わかりました。 

    また、議会に対する説明もそうですけれども、住民に対して、情報公開というの

も先ほど言っていましたようなモニタリング、ああいったことをしっかりやって

いるということで、また住民理解が進む面もあると思いますので、また先ほどの

ことも含めましてまた検討していただければと思います。 

    最後に、町長にお聞きしたいんですけれども、これら公の施設における現状の認

識と課題、また将来の展望、方向性などについて所見を伺います 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

○町長（内藤俊三君） それでは、お答えをいたします。 

    本町では、これまで町民の多様化するニーズに応えるため、合併前の旧町村時代

から数多くの公共施設を整備してきており、地域コミュニティーの向上や教育、

子育て支援、産業振興及び生活インフラなど、それぞれの施設の目的に応じた施

設整備に取り組んでまいりました。 

    しかしながら、社会情勢の変化や人口減少に伴う利用需要の変化に加え、その多

くは老朽化に課題を有しており、今後維持管理、改修、または更新等の費用が増

加していくことが見込まれております。 

    また、財政面においても、地方交付税の大幅な減少が見込まれる中、少子高齢化

の進行に伴う社会保障関連経費の増加など、財政状況の変化を踏まえると、効率

的な公共施設等の管理が重要だと思っております。このような状況の中、今後全

ての公共施設等をそのまま維持し続けることは非常に困難であることから、議員

ご指摘の観光施設にあっても、この問題は避けて通ることのできない大きな課題
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だと認識しております。 

    私は、就任当初からこれまで、観光立町を主眼におきながら、観光産業を通して

雇用の創出や経済の活性化により地域を元気にすることを目的として観光施策に

取り組んでまいりました。しかしながら、全国どこの自治体もこのような課題に

直面している中で、本町においても、今後は各地区の特色を生かした施設のあり

方や類似施設等につきましては、利用率と将来見込まれる維持管理コストなどの

諸条件や議員各位並びに町民の皆様のご意見等も踏まえながら、長期的な視点を

持って検討してまいりたいと思いますので、ご理解とご協力を賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） 町長のお考え、よくわかりました。ご丁寧な説明ありがとうござ

います。 

    次の質問に移ります。 

    ２つ目ですけれども、ＳＤＧｓと越前町の取り組みについてご質問いたします。 

    持続可能な開発目標であるＳＤＧｓ、サスティナブル・デベロプメント・ゴール

ズは２０１５年９月の国連総会で採択された持続可能な開発のための２０３０ア

ジェンダの中核をなすものであり、そこに至るまではミレニアム開発目標ＭＤＧｓ

からの流れと、リオ＋２０からの２つの大きな流れを持ちます。ＳＤＧｓは持続

可能な世界を実現するための１７のゴール、１６９のターゲット、２３２の指標

から構成され、２０１６年１月に発効、２０３０年までを期限といたします。特

徴としましては、先進国を含め全ての国が行動とした普遍性、人間の安全保障の

理念を反映し、誰一人取り残さない包摂性、全てのステークホルダーが役割をと

する参加型、社会経済環境に統合的に取り組む統合性、定期的にフォローアップ

の透明性の５つがあります。 

    国連の動きに対応して、我が国もＳＤＧｓを重要政策課題と位置づけ、２０１６

年５月、内閣総理大臣を本部長、内閣官房長官、外務大臣を副本部長、全閣僚を

構成委員とする持続可能な開発目標、ＳＤＧｓ推進本部を設置、２０１６年１２

月には持続可能な開発目標実施方針を策定しております。 

    そこでは、ＳＤＧｓを全国的に実施するために、広く全国の地方自治体とその地

域で活動するステークホルダーによる積極的な取り組みを推進することが必要で

あることから、自治体の各種計画や戦略、方針の策定や改定に当たっては、ＳＤ

Ｇｓの要素を最大限反映することを奨励しております。 

    また、ジャパンＳＤＧｓアワードの創設と実施、ＳＤＧｓアクションプランの決

定やさらにそれを具体化拡大化した拡大版ＳＤＧｓアクションプランの決定など、

政府は次々と積極的な発信や取り組みの具現化を図っている最中であります。ま

た、２０１７年１２月閣議決定されたまち・ひと・しごと創生総合戦略では、基

本的な考え方に地方創生の一層の推進に当たっては持続可能な開発目標の主流化

を図る旨が記載され、また今後の政策の方向の政府のパッケージには、地方公共

団体の持続可能な開発目標の達成に向けた取り組みの推進が位置づけられました。

２０１８年１２月に閣議決定された同戦略においても、ＳＤＧｓについての多く

の記載があり、２０２０年までのＫＰＩとして都道府県及び市区町村におけるＳ

ＤＧｓの達成に向けた取り組み割合を３０％と掲げ、工程表も示されております。 

    また、政府は２０１８年から２０２０年までの間にＳＤＧｓの達成に取り組んで

いる自治体を、ＳＤＧｓ未来都市として選定しております。ちなみに、今年度の

ＳＤＧｓ未来都市の３１自治体の一つに、またその中から１０事業が選ばれる自
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治体ＳＤＧｓモデル事業の一つに、隣の鯖江市が選定されております。このよう

な近年の政府の取り組みの効果もあり、自治体においてＳＤＧｓへの関心や認知

度、そういったことは高まってきていると思いますが、そこで、本町でのＳＤＧｓ

に関する認識、各種計画等の策定などにおける活用、また実践について伺いま

す。 

○議長（青柳良彦君） 総務理事。 

○総務理事（出口俊一君） それでは、初めにＳＤＧｓに関する認識につきましてお答え

をいたします。 

    ＳＤＧｓは、誰一人取り残さない、持続可能で多様性と包摂性のある社会、簡単

に申しますと、弱い立場にある人も含め、全ての人々を社会の一員として取り込

み、支え合う社会を実現するための１７の国際開発目標で、その下に１６９のタ

ーゲット、２３２の指標が定められており、全ての国が取り組むものとされてお

ります。 

    また、持続可能な世界を実現するための世界共通の目標で、貧困、教育、エネル

ギー、資源の確保に至るまで、町としても取り組まなければならない多くの目標

が定められており、積極的に推進していくことが重要であると認識をしておりま

す。 

    さらに、その目標やターゲットにつきましては、雇用の創出、産業振興、環境保

全など、既に本町の総合振興計画や総合戦略等で掲げました目標と合致をしてい

るものも数多くございます。持続可能なまちづくりを目指した本町の基本目標は

世界的にも共通している点もあると改めて認識をしたところでございます。 

    続いて、本町のＳＤＧｓの活用、また実践、各種計画の策定における活用等にお

ついて申し上げます。現在、内閣府では第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略

を策定中で、その政策体系の横断的な目標の一つにＳＤＧｓの実現などの持続可

能なまちづくりを掲げております。 

    また、福井県では今年度２０４０年を展望しました長期ビジョン及び第２期福井

創成人口減少対策戦略を作成しております。県の長期ビジョンでは、ＳＤＧｓの

理念に沿いながら、目指す将来像と実現に向けた戦略を検討しているところでご

ざいます。 

    本町におきましては、本年度は第２期越前町総合戦略を、来年度には第２次越前

町総合振興計画の後期計画を策定する予定でございます。本町といたしましても、

これまでの総合振興計画等の効果を検証するとともに、現状分析を行い、ＳＤＧｓ

の理念に沿いながら、これを反映した新たな総合振興計画等を作成してまいりた

いと考えております。また、今後の町の計画策定や改定に当たりましても、計画

期間を終えるものから順にＳＤＧｓの理念を取り入れた実効性のある計画策定に

努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

    以上でございます。 

○議長（青柳良彦君） 髙田議員。 

○１番（髙田浩樹君） 既に取り組んでいる事業とかそういったものの中でＳＤＧｓにつ

ながるものがあるということで、まことにそれはおっしゃるとおりだと思います。

基本的には自治体の行政が携わっていることというのはＳＤＧｓの１７の目標、

またそのターゲットに結びつくものだと考えます。それをまた意識することで、

国際社会、世界と一緒の目標でやっていくという、そういった大きな意味合いも

持つと思いますので、またそういった各種戦略でそういったこともまた落とし込

んでいくというお話でありましたので、そういったこともまた意識的に行ってい
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くんだということをお聞きしましたので、またそういったことで、展開していた

だければと思います。 

    次は、教育について伺いたいと思います。 

    ＳＤＧｓのゴール４に、質の高い教育の提供とあります。また、持続可能な開発

のための教育としてＥＳＤがありますが、これについて、新しい学習指導要領の

前文と総則において持続可能な社会のつくり手の育成が掲げられ、各教科等にお

いても関連する内容が盛り込まれていました。教育がＳＤＧｓの基礎であり、全

てのＳＤＧｓが教育に期待しているとも言われております。 

    そこで、小・中学校におけるＳＤＧｓ、またＥＳＤに関する認識、活用、また実

践について伺います。 

○議長（青柳良彦君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（吉田純子君） それでは、髙田議員のご質問にお答えいたします。 

    小・中学校教育におけるＳＤＧｓまたはＥＳＤに関しては、ＥＳＤはＳＤＧｓの

目標４のターゲット４．７に位置づけられており、持続可能な社会のつくり手を

育む教育と理解しております。 

    現在、越前町では第２次越前町総合振興計画、越前町教育の振興に関する大綱に

基づき、年度ごとに学校教育計画を策定、小・中学校の各教育施策に取り組んで

おります。総合振興計画や教育大綱には、ＳＤＧｓ、ＥＳＤといった文言こそ記

載されてはおりませんが、その視点の多くが共通しているため、これらに基づき、

施策に推進することがＳＤＧｓの理念に貢献することと考えております。 

    例えば教育大綱の指針のうち、学校教育環境の充実や生涯学習体制の充実につい

てはＳＤＧｓの１７の目標のうち４番目の目標である、全ての人に包摂的かつ公

正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進するに密接に関連し、つなが

っていると考えられます。同じく大綱の地域に根差した教育の推進に基づき、学

校・家庭・地域が一体となった教育、郷土に対する愛情を育む教育を実践するこ

とは、持続可能な社会の担い手育成、すなわちＥＳＤにつながるものと考えてお

ります。また、現在既に実践している各種支援員の配置、準要保護児童への就学

援助、特別支援学校へのスクールバスの運行などは、ＳＤＧｓの理念である誰一

人取り残さないに合致したものであると考えております。 

    今後もＳＤＧｓの理念を踏まえながら、総合振興計画、教育大綱の基本方針であ

る郷土愛にあふれ、思いやる心を大切にする人材の育成を目指し、各教育施策を

実現してまいりたいと考えております。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） ありがとうございます。 

    もうちょっと具体的な話を聞きたかった面もあるんですけれども、ＳＤＧｓの概

念自体が広いものなので、そういったところを意識して、いろいろ教育、生涯教

育含めて取り入れているということをお聞きできましたので、次の質問にいかせ

ていただきたいと思います。 

    冒頭で近年の政府の取り組みについてお話しさせていただきましたけれども、自

治体からの発信で、認知度、またそういったものを促進していく、そういった事

例もあります。例えば、ことしの１月、神奈川県が主催、横浜市と鎌倉市が共催

した神奈川から自治体の役割を明確にしたＳＤＧｓへの取り組みを全国に発信す

ることを目的に、ＳＤＧｓ全国フォーラム２０１９が開催され、官民連携で取り

組む自治体、地域発のＳＤＧｓ日本モデル宣言が発表されました。これはかなり

先進的な取り組みという事例でありますけれども、自治体がＳＤＧｓについて、
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さまざまな方法で発信をしたり、また地域の中で浸透を図ったり、そういったこ

とをいろいろな地域で、いろいろな自治体でしております。 

    そこで、ＳＤＧｓについて、本町の職員、民間団体、住民などへの浸透や推進に

ついて伺いたいと思います。 

○議長（青柳良彦君） 総務理事。 

○総務理事（出口俊一君） それでは、まず、町職員の浸透や推進について申し上げます。 

    ＳＤＧｓが本町の施策や各種事業に関連していると意識をしている職員は全庁的

にはまだまだ低い状況にございます。中長期を見通した持続可能なまちづくりの

ためには、地方創生に資する持続可能な開発目標、ＳＤＧｓの達成に向けた取り

組みを着実に推進していくことが重要であり、職員もそのことを意識する必要が

ございます。 

    また、職員に対しても特にＳＤＧｓに特化した周知というものは今のところ行っ

ておりませんが、１７の目標のうち、例えば健康と福祉、質の高い教育、安全な

水とトイレ、環境問題など、個々の課題につきましては、町民の方や事業者の方

と連携しながら実施をしております。これらのことを踏まえ、研修会や勉強会を

通して職員への周知を図ってまいりたいと考えております。 

    次に、町民の皆さまや民間団体等への浸透や普及、推進について申し上げます。 

    全国においては、京都市が積極的な推進活動を行っておりまして、全国の市区に

おけるＳＤＧｓ先進度総合ランキング１位となっております。また、県内におき

ましては、先ほどのご質問にもございましたが、鯖江市が女性活躍推進などに重

点を置いた事業を展開しております。町内におきましても、既に積極的に取り組

んでおられる企業もございますが、まだまだ十分に浸透していないのが現状であ

ります。京都市や鯖江市では、このＳＤＧｓの重要性を住民に向けて積極的に発

信をしております。本町といたしましても、他の自治体の動向を注視しながら広

報紙やホームページ等で情報を発信し、周知することで町民の方や民間団体への

浸透を図ってまいりたいと考えております。 

    以上でございます。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） 先ほど、最初ちょっと政府の動きも含めて、国の動きも含めて話

しさせていただきましたけれども、かなり国、本気なんです。今回の２０１８年

の１２月のまち・ひと・しごと創生総合戦略で、ＫＰＩで２０２０年までに取り

組む自治体３０％というのも明確に掲げております。国が大きく旗を振っている

からやらなあかんのだということではないと思うんですけれども、国際的な部分

と一緒にボールを同じく見ていくということも重要だと思いますので、まず、町

の職員の方々からまた浸透していただくようお願いします。 

    最後に、本町の特徴、また地域性などから、町政、教育行政において、ＳＤＧｓ

との関連について、特にどのような目標、ターゲットなどと結びつけたり意識し

たりして展開することを考えているのか、町長と教育長にお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

○町長（内藤俊三君） それでは、お答えをいたします。 

    現在、越前町では、具体的にＳＤＧｓの推進とうたって実施している事業はあり

ません。しかし、これまで本町が取り組んできた事業の中でＳＤＧｓの推進につ

ながっている、また関連している事業が数多くあります。例えば、越前がに、越

前水仙、越前焼などの特産品、越前ブランドの魅力の発信事業はＳＤＧｓの目標
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の中の目標⑧の働きがいも、経済成長もという、⑨の産業と技術革新の基盤をつ

くろう、⑫のつくる責任、使う責任、⑭の海の豊かさを守ろう、目標⑮の陸の豊

かさも守ろう、の推進に当たります。 

    本町では観光立町を目指し、町民の所得向上につながる事業を展開しております。

観光は交流人口を拡大させ、観光消費による地域全体への効果が図られ、地域に

活力がみなぎり、地域経済が潤うことになります。ＳＤＧｓの目標やターゲット

には地方自治体レベルで推進できるものや男女平等、雇用の創出、環境保全など、

既に本町が取り組んでいる施策と合致しているものもございます。これらの施策

が世界的にも目標が共通しているものであると、私も認識を新たにしたところで

ございます。 

    国においては、まち・ひと・しごと創生総合戦略において、地方公共団体におけ

る持続可能な開発目標の達成に向けた取り組みの推進が示されております。地方

創生分野における日本のＳＤＧｓモデルを構築するためには、地域課題の見える

化、体制づくり、自治体の各種計画の策定、改定、課題に応じた地域間の広域連

携など総合的な取り組みによって、経済、社会、環境の３つの側面における新し

い価値を創出し、持続可能な開発を実現する取り組みが必要とされています。 

    現在、ＳＤＧｓは国や福井県、民間企業など、さまざまな主体による活動や計画

づくりが加速しております。そのため、町といたしましては、本町の特性を生か

し、ＳＤＧｓの理念や国・県などの動向を踏まえながら、各施策や事務作業を実

施することで、全町挙げてＳＤＧｓ達成に向けた取り組みを推進していく必要が

あると考えております。 

    以上でございます。 

○議長（青柳良彦君） 教育長。 

○教育長（久保理惠子君） 続きまして、持続可能な開発目標を展開するに当たって、教

育行政として、どのような目標との結びつきを意識して展開していくかというこ

とですが、教育行政という立場からは目標４．７に記載されております持続可能

な開発のための人材育成が重要であると考えております。 

    現在、小・中学校の理科や社会、家庭科などの各教科の授業を通しまして、環境

や防災、安全、福祉、人権、食育など目標１７の持続可能な開発目標全体につな

がる学習をしております。議員ご指摘のように、来年度から実施します新学習指

導要領や新しい教科書の中にも、そのような視点で多くのことが明記されており

ます。越前町におきましても、来年度新たに策定します越前町教育振興に関する

大綱にも同様な視点を組み入れたいと考えております。 

    また、持続可能な地域の担い手育成の観点では、現在各学校がそれぞれの特徴を

生かし、取り組んでおります地域と進める体験活動推進事業を継続してまいりま

す。子供たちが将来様々な課題を解決し、持続可能な社会の担い手となっていく

力を確実に身につけるよう授業の改善、充実を図るとともに、教育環境の整備を

進め、より質の高い教育を目指して努力してまいります。 

    今後も、学校、家庭、地域社会が一体となって持続可能な社会、そして地域の担

い手を育ててまいりたいと考えておりますので、ご理解とご協力を賜りますよう

お願い申し上げまして、髙田議員の一般質問に対する答弁とさせていただきます。 

    以上です。 

○議長（青柳良彦君） 髙田君。 

○１番（髙田浩樹君） 町長、教育長ともどのようなＳＤＧｓとの結びつきというの、よ

くわかりました。 
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    また、教育長におきましては、越前町の教育振興大綱に今後検討していくという

お話もありましたので、また期待していきたいと思います。 

    また、政府の話しになるんですけれども、アクションプランにて政府はＳＤＧｓ

の力強い担い手たる日本の姿を国際社会に示すことも打ち出しています。また、

それ以外にもいろいろなビジネスのＳＤＧｓを利用したルールをメーキングして

いくんだとか、そういったことを書いてはあるんですけれども、国際社会におけ

る、ある意味国家戦略の一つとして考えている側面もあるのかなと思いますけれ

ども、１７のゴールをしっかり見てみますと、未来の世代が安心して住むことの

できる世界をどうやってつくっていくんかということに行きつくと思います。で

すので、政府がＳＤＧｓの推進に地方自治体を大きく巻き込みながら、積極的に

取り組んでいる。これは私はよい機会だと考えております。ＳＤＧｓにつながる

ことを、町政、教育行政として、既に多くかかわって取り組んでいることもたく

さんあると思いますけれども、またこれからそれらを意識して、意識していくこ

とで、そのつながりがより深まったり、広がったりするのではないかと思います。 

    例えば、私の話しですけれども、生活の中で最近ＳＤＧｓを考えるようになりま

した。そうすると、ゴール１２のつくる責任、使う責任、これを特に意識するよ

うになりました。食品ロスを意識して、買い物の際に、賞味期限切れそうなもの

を、昔はちょっと手を伸ばしても遠くのをとっていたんですけれども、もう賞味

期限、前のほうからとるように、自然とこれは変わりました。このように本当に

小さいことでも、少しずつＳＤＧｓについて考え、個人でも行動していくことで

変わっていくんだなという実感があります。本町においてもまた、これからＳＤ

Ｇｓとの結びつき、そういったことをまた意識的に考え、取り組み続けていくこ

とで、未来の世代が安心して住むことができる越前町になることを願っておりま

す。 

    一般質問を終わります。 

○議長（青柳良彦君） これで髙田浩樹君の一般質問を終わります。 

    ここで暫時休憩をいたします。 

    午後１時３５分から本会議を再開いたしますので、定刻までにご参集ください。 

 

休憩  午後 ０時３１分 

 

 

 

再開  午後 １時３４分 

 

○議長（青柳良彦君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

    一般質問を続けて行います。 

    これより、一括質問、一括答弁での質問を行います。 

    １２番、木村 繁君。 

    なお、木村 繁君から時間延長申請がありましたので、２０分間の時間延長を許

します。 

１２番（木村 繁君）登壇 

○１２番（木村 繁君） 議長のお許しを得ましたので、通告書に基づき、一般質問をい

たします。 

    日本代表が史上初のベストエイト進出を果たすなど、国内を大いに沸かせたラグ
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ビーワールドカップに続き、来年は東京五輪、パラリンピックが日本を舞台に開

催されます。このようにスポーツへの関心が高まる中、新たな観光資源としてス

ポーツを捉えるスポーツツーリズムの視点から地域活性化につなげようとする動

きがあります。地域発ご当地スポーツの取り組みです。 

    スポーツ庁は、２０１７年３月に国のスポーツの指針となる第２期スポーツ基本

計画を策定をしました。２０２２年３月までにスポーツツーリズムの関連消費額

を３，８００億円に、スポーツ目的のインバウンド数を２５０万人まで高めるこ

とを目標として掲げています。 

    スポーツツーリズムを盛り上げるために、スポーツ庁はスポーツツーリズム需要

拡大のための官民連携協議会を設置し、地域活性化の推進役となる地域スポーツ

コミッションの支援事業も手がけるそうであります。 

    地方公共団体とスポーツ団体、観光産業などの民間企業が一体となって活動する

組織は当初の５６から９９にまでふえ、今後は１７０までふやし、地域資源や環

境とスポーツを掛け合わせた取り組みを全国各地で広げていく方針とあります。

ここで、ご当地スポーツの一例を紹介させていただきます。 

    静岡県伊東市が発祥の地である枕投げ大会は２０１３年から毎年、伊東温泉を舞

台に全国大会が開催され、修学旅行でおなじみの枕投げに正式なルールを導入し

て競技化したそうであります。本年２月に開かれた大会には、北海道から鹿児島

まで７４チーム、総勢５６４人が参加し、国内の大学に通う留学生や企業の社員

研修の一環として参加するチームもあり、そのユニークさから海外メディアにも

取り上げられたそうであります。 

    また、北海道壮瞥町では、毎年２月に昭和新山国際雪合戦が開催され、観光客が

減る冬期間、冬の期間において１９８９年から新たな観光イベントとして始まり、

１チーム７人のチーム制で、誰もが経験をした雪遊びにルールを設け、当初は道

内の７チームの参加で始まった大会がインターネットなどの普及により、スポー

ツ雪合戦の注目度が高まり、今では東北、関東などから１３０チーム、１，３０

０人が参加し、中国、カナダ、フィンランドなどの海外参加チームもあったそう

であります。 

    そこで、スポーツツーリズムに対する町長の所見並びにご当地スポーツの新たな

発想、知恵、アイデアなどを地域活性化に生かす方策について、お考えをお聞か

せください。 

    ２つ目の質問です。 

    現在、化学肥料や農薬を使用しない有機農業で生産された農作物の需要が国内外

で高まっています。 

    農水省は８月から有機農業と地域振興を考える自治体ネットワークをスタートさ

せるなど、有機農業の普及拡大に乗り出しました。有機農業、有機農産とは、１

つ目、種まき、または植えつけ前２年以上にわたり化学合成された肥料、農薬を

使用しない。２つ目として遺伝子組み換え技術を使用しない。３つ目、禁止され

た資材が飛来、流入しないよう必要な措置を講じるなど、有機農産物の日本農林

規格の基準に従って生産された農産物を指します。この基準に合った生産が行わ

れていることを農水省の認定機関が検査をし、認証を受けた場合、その事業者は

有機ＪＡＳマークを使用できます。このマークが張られている商品のみ、有機あ

るいはオーガニックなどと表示することが認められます。 

    世界の有機食品市場に目を向けると、売上高は２０１１年の約７．１兆円に対し

２０１７年は約１０．７兆円、急速に増加をしているそうであります。日本の有
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機食品の市場規模も２００９年から２０１７年の間で、１，３００億円から１，

８５０億円に伸びているそうです。しかしながら、日本での全耕地面積に対する

有機農業の取り組み面積の割合は約０．２％にとどまっています。その実情とし

ては、化学肥料や農薬を使用する慣行栽培と比べて、除草作業、病害虫対策など

で多大な労力を要したり、品質や収量が不安定になるといった現状があります。

有機農業を地域活性化につなげていくには自治体間の連携が不可欠として、国で

は有機農業と地域振興を考える自治体ネットワークを始動させ、先進的に取り組

んでいる市町村とこれから推進を目指す市町村の間で必要なノウハウを共有した

り、交流やセミナーの定期的な開催を行うことで、現在のネットワーク、自治体

会員数９件、１８市町の数について、今後はさらに拡大を目指す方針であるとお

聞きをしております。 

    そこで、本町における環境に配慮し、自然生態系を生かした有機農業の実態と方

向性並びに町長の所見をお伺いいたします。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） それでは、木村議員のご質問にお答えをいたします。 

    まず、スポーツツーリズムとは、スポーツを通じた地域振興を目指すもので、ス

ポーツイベントやスポーツ合宿誘致などで、スポーツを通じた交流促進による地

域活性化と誘客を目指すものです。各種スポーツイベントを誘致することにより、

スポーツによる人の流れを活発化して、各市町におけるまちづくり、地域活性化

の好循環を生み出す相乗効果を期待しております。 

    福井県では、福井県交流文化部スポーツ課の主催による各市町スポーツ部局及び

観光部局が連携した地域スポーツコミッションの設立に向けて、準備を進めてい

るところです。 

    さて、越前町における県内外から参加があるスポーツイベントを紹介いたします

と、全日本中学生都道府県対抗１１人制ホッケー選手権大会を越前町営朝日総合

運動場で開催しており、全国から４０チーム、選手、スタッフ延べ１，３５８人

が宿泊をしております。 

    次に、スポーツ等合宿誘致事業についてですが、町内の宿泊施設及び文化スポー

ツ施設の利用促進と交流人口の増加による地域活性化を図るため、県内外の大学

等の学生が本町で行う合宿について補助事業を実施しております。 

    平成３０年度の実績については、県内外から１１２団体、延べ６，９９４人の宿

泊がございました。近年、スポーツイベントや合宿を誘致することで、参加する

選手だけでなく、あわせて訪れる応援者などが周辺の道の駅や福井総合植物園プ

ラントピア、織田劒神社に周遊することになり、観光や飲食などによる地域経済

活性化の効果があらわれております。今後もスポーツ大会、スポーツ等合宿の誘

致活動を通じて、交流人口の拡大を図ってまいりたいと考えております。 

    あわせて、さらなる地域活性化につなげることができるよう、訪れる応援者など

に越前町の魅力をＰＲするため、臨時観光ＰＲスポットの大会会場での設置やイ

ンターネットを利用した観光モデルコースの提案を検討していきたいと思います。 

    また、越前町におけるご当地スポーツの取り組みですが、近年ご当地グルメ、ご

当地キャラなどご当地ブームが続いている中で、新たな発想、知恵、アイデアを

地域活性化に生かす方策の一つとして、議員ご提案のご当地スポーツがございま

す。主に地域の自然、文化、スポーツなどが発祥地のキーワードとなっておりま

す。 
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    越前町におきましては、海、里、山の資源を活用したご当地スポーツとして、今

年９月に陶寿園水田特設コートで開催されたどろんこソフトバレー大会において

は、訪れる選手はもとより、応援や観戦する人たちに都会とは違う田園風景の新

たな魅力を発信するなどの効果をもたらしております。また、泰澄大師の道を歩

く越知山ウォーキングは、美しいブナ林を満喫しながら登山道を歩くもので、自

然を体験できる体験型スポーツとして上げることができるのではないかと思いま

す。 

    これらのこれからの新たな発想といたしましては、親子でも気楽に参加できる越

前海岸での砂浜宝さがし大会やスキューバダイビング体験など、越前町の美しい

景観と自然を生かしたスポーツができないか、関係団体と協議していきたいと考

えております。 

    今後、スポーツイベントの開催に当たっては、観光連盟や商工事業者との連携を

深めながら、議員ご提案のスポーツツーリズムによる地域活性化の実現に向けて

取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

    次に、有機農業の普及拡大についてお答えいたします。 

    有機農業は、有機農業の推進に関する法律において科学的に合成された肥料及び

農薬を使用しないこと、遺伝子組み換え技術を利用しないことを基本として、農

業生産に由来する環境への負荷をできる限り軽減した農業生産の方法を用いて行

われる農業と定義されているものです。 

    この農法による有機農産物は、欧米を中心とした海外での需要の高まりにより、

国内でも認識が広がり、年々市場の規模が拡大しているのは議員ご指摘のとおり

でございます。 

    また、有機農業と地域振興を考える自治体ネットワークは市町村単位では入手が

困難な有機農業の取り組み事例の共有や慣行農業に比べて収量や品質、販路確保

等市町村のみでは対応が難しい課題の解決のため、相互の交流や連携を促すこと

を目的に設立されたものです。当初、８県１７市町で設立されましたが、１１月

現在では９県２０市町が参加しており、福井県がサポート会員として参加してい

る状況でございます。このように、国内外での需要と関心が高まる中、農林水産

省は有機農業の取り組み面積を全耕地面積の１％を目標に掲げております。しか

しながら、平成２９年度においての有機農業に取り組む面積は２万３，０００ヘ

クタール、全耕地面積の０．５％にとどまっており、有機ＪＡＳ取得農地におい

ては、議員ご指摘のとおり、０．２％となっており、生産の拡大は進んでいない

状況にあります。これは有機農産物が安心・安全で栄養価の高い作物ができると

される一方で、慣行農業に比べ除草、病害虫対策に労力を要することや、農薬飛

散による影響を受けない有機農業に適した農地の確保や農地の集約が困難である

ため、生産コストが高くなりやすいことが原因と考えられているところでござい

ます。また、有機ＪＡＳについてもその規格を満たしていても、農作業の記録や

使用可能な肥料の確認など、事務作業の負担により取得しづらいことが問題とさ

れており、国に対して見直しが求められているところです。 

    さて、越前町における有機農業の状況についてでございますが、令和元年度環境

保全型農業直接支払交付金事業においての取り組みでは、水稲で７経営体、約８

ヘクタール、ソバで１６経営体、約７３ヘクタール、合計で延べ２３経営体、８

１ヘクタールの取り組みが実施されているところであります。平成２８年度に比

べ１８ヘクタールの増となっております。なお、このうち有機ＪＡＳの認定を受

けている圃場は１経営体３ヘクタールにとどまっている状況です。このように、
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有機農業の普及及び生産は一気に拡大する状況ではないため、町では福井県の特

別栽培農産物認証区分による農薬、化学肥料の節減に取り組む農業者に対して町

単独事業の環境調和型農業支援事業により、助成を行っているところであり、現

在１５経営体、２９ヘクタールで水稲、ソバでの取り組みが行われているところ

でございます。町といたしましては、本事業により、環境に優しい継続的な農業

に寄与するとともに、より多くの農業者が有機農業に取り組めるよう必要な生産

環境の整備等の支援を県及びＪＡと協議検討してまいりたいと考えておりますの

で、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げまして、木村議員の一般質問

に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（青柳良彦君） 木村 繁君。 

○１２番（木村 繁君） 的確にご答弁をいただきました。まことにありがとうございま

す。 

    まず、最初のスポーツツーリズム、ご当地スポーツの中でご答弁をいただきまし

たが、９月に陶寿園の前の圃場で確かにどろんこバレー、私も見学に寄せていた

だきました。非常なにぎわいであったのはもう周知のとおりでございますし、あ

と越知山ウォーク、浜辺の宝さがし、スキューバダイビング等々はいずれも各そ

の地域地域の越前町の宝物だと思います。したがって、その宝物をミックスした、

先ほど申し上げましたが、枕投げやら雪合戦、そういった一部ユニークさもあろ

うかと思いますが、そのユニークさだけでなく、そういう地域の宝を越前町が発

信するというふうなのがスポーツツーリズムというふうに私は理解をしているん

ですけれども、町長先ほど検討していくというようなご答弁だったというふうに

思いますが、いずれもそういう地域の宝物をイベントに生かしていただく発想を

持っていただいて、お願いしたいと思います。 

    これまでも宝物でなくして、何人かの議員がマラソン大会、各地域、地域で、大

きなものでは東京マラソン等が行われておりますが、マラソン大会の質問が何人

かの議員の中で今までにあったかと思います。そのことについては、今現在、宙

に浮いているような形になっているわけですけれども、それはそれとして、そこ

でご提案、私個人の意見ということで聞いていただきたいというふうに思います

が、毎年正月に箱根駅伝というのがあります。箱根の山を登る選手、立派に登れ

ば、そしていい記録を出せば、山の神と言われ、そういう選手がスター選手、マ

ラソンに行ったり、駅伝のエキスパートということで、駅伝の山の神というふう

に言われるような駅伝があります。そのほかに、箱根のほかに出雲駅伝とか、い

ろいろな大学生、高校生等々の駅伝があるわけですけれども、箱根駅伝をテレビ

で見ると、毎年見ているわけでないですけれども、暇があると箱根駅伝を見ます

と感動をするんです。あの選手の頑張り、あるいは途中で倒れても起き上がって

もう一遍走ると、ああいう感動を呼びますんで、ぜひ、もうマラソンは何回か議

員質問されましたんで、私は駅伝を提案、意見として述べさせていただきたいと

いうふうに思います。 

    幸い、私たち１３人の議員の仲間には町のスポーツ協会の会長もいらっしゃいま

す。スポーツ団体、それに理事者、それから先ほど町長述べられました商工会、

いろいろな観光連盟、いろいろな団体と協議をして、できましたら駅伝を一遍、

町長、お願いしたいなというふうに、今言って今の話しですから、即答はできな

いと思いますが、検討材料の一つとしてあるのか、ないのか、まずお伺いしたい。 

    先ほど何遍も言いましたが、あのまくら投げ大会がスポーツになるんです。私も

修学旅行のときに、たしか宿屋でまくら投げをした覚えがあるんですけれども、
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私はいつも投げられっ放しのほうの役でしたんで、非常に気弱な少年でしたんで、

投げられっ放しという覚えがありますが、そういうユニークな競技を通じてスポ

ーツツーリズム、ご当地スポーツの製品開発と言ったらおかしいんですけれども、

知恵を絞って何かできないか、町長のご答弁をお願いいたします。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

○町長（内藤俊三君） 今、木村議員から、マラソンはどうかというお話しでございます。

また、いろいろな枕投げとか、こういう事例として上げていただきました。我々

として、ご当地に関係したもの、今、マラソンではないんですが、トレッキング

で越知山のトレッキングというのをやっています。あれも登り口がこのコース、

このコース、あるいはいろいろと考えられる。また、そういう好きな人は女性、

子供でも楽に挑戦できるというようなこともありまして、そういうのをもっとふ

やしていくというのも、今やつているこれの参加者をふやしていくような、もっ

とＰＲを活用しながらふやしていくということも大事かなとも思います。 

    ご当地、越前町ならではのスポーツ、こういうものがもっといろいろと考えられ

る。今のマラソンとか、駅伝なんかも考えられるものではあります。これはいろ

いろなこちらのほうでもどういうものがいいか、そういうものをまた考えていく

というふうにしたいと。今ここですぐにできるかどうかということはまだあれで

すけれども、いろいろなこちらでもどういう形がいいのか、どういうスポーツが

あるのか、こういうことから考えていかなくては、現在ある、やっているスポー

ツをもっと進化させるといいますか、ということもあわせて考えていきたいと思

っております。 

    以上でございます。 

○議長（青柳良彦君） 木村 繁君。 

○１２番（木村 繁君） ありがとうございました。 

    たしか、私、延長を出しておりますんで、よろしくお願いします。 

    ３回目ですので、最後の質問になりますけれども、有機農業の取り組みについて

質問をさせていただきました。 

    そこで若干、まだちょっと時間がありますんで、世界的な有機農業の取り組みに

ついて知っている範囲でお伝えしたいと思いますが、世界的に全耕地面積に対す

る有機農業の取り組みの面積割合についてですけれども、２０１７年の資料では、

イタリアが１９０．９万ヘクタール、全耕地面積の１５．４％が有機農業で農業

を営んでいると。２番目にスペインです。スペインが２０８．２万ヘクタール、

全耕地面積の８．９％というふうなことになっております。そして下のほうに行

きますと、残念ながらアメリカ２０３．１万ヘクタールで、全耕地面積の０．

６％、同じく中国も３０２．３万ヘクタール、０．６％、そして先ほどご答弁に

もありました我が日本は１．０万ヘクタール、耕地面積の０．２％というふうな

ことで、非常に低い数字になっているのが、先ほどのご答弁にあったとおりでご

ざいます。 

    なぜ、有機農業栽培を実施しているのかという理由につきましては、１位が消費

者の信頼感を高めたいというのが一番多くて約６６％です。それからよりよい農

産物を提供したいというのが６０％、３番目が地域の環境や地球の環境をよくし

たいというのが３５．６％です。それと４番目に需要が多いが約３割等々、いわ

ゆる有機農業をされている方はこの１番から４番までのこういう目的に沿いなが

ら、有機農業をやっておられるというのが実態でございます。ただ、先ほどもご

答弁の中にあった非常に労力、例えば畦畔、いわゆる土手等の草刈り等で手間が
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かかる。その草を刈るいわゆる生産者が高齢化、できないというような悪循環が

あるわけですけれども、そこら辺、町としては、少しでもそういう今ほど４つの

有機の理由があるわけですから、少しでもその労力面なり人的な面で、町として

も考えていただけないかなというのが１点でございます。 

    それから、全国に目を通しますと、その町、町を挙げて有機農業をやっている町

がございます。これは九州の宮崎県の綾町という町でございまして、この町は自

然生態系を生かし、育てる町にしようという町の方針のもと、１９７３年から各

家庭に野菜の種を無料で配布する１坪菜園運動というのを展開し、化学合成され

た肥料、農薬を使用しない農作物づくりを町全体で進めてきたそうでございます。

そして、その化学肥料を使わず、堆肥を活用する生産者には農作物が値崩れをし

た場合、その差額を町が補塡する価格保証制度も創設したそうでございます。そ

して最後に８８年全国初の有機農業条例となる自然生態系農業の推進に関する条

例を制定した町でございます。越前町も有機農業推進条例をしたらどうかという

ことでなくして、自治体非常にアイデアを絞ってやっているのがこの宮崎県の綾

町ということでございますんで、事前にこの宮崎の綾町のことについては理事者

のほうに、こういう綾町の取り組みについて町長はどう思われるかということで

事前通知をさせていただいておりますので、この綾町の取り組みについて町長の

ご所見をお願いします。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

○町長（内藤俊三君） まずは、今の再質問についてお答えします。 

    宮崎県綾町は、宮崎県のほぼ中央に位置して、総面積が９，５２１ヘクタールの

うち、約８０％が森林で占められる中山間地域の町です。地形の影響により、山

間部では寒暖の差がありますが、平野部は丘陵に囲まれた盆地で１年を通して温

暖な気候とのことでございます。主産業の農業では、野菜、果樹の栽培が中心で、

全耕地面積の３４％が畑で占められ、自然生態系農業に長年取り組んできた有機

農業の町で、有機農業と地域振興を考える自治体ネットワークにも参加しており

ます。 

    また、有機農業の背景といたしまして、綾町の有する国内最大規模の照葉樹林を

保護し、国定公園へ指定する運動があり、この運動を通して自然環境の保全と自

然生態系を生かす有機農業の振興へと町民の意識が大きく変わったことが、綾町

自然生態系農業の推進に関する条例の制定へと発展したとのことです。 

    この条例の制定は、農業の安定的かつ長期的な振興と、安心な食品、健康、住み

よい環境の保持を目的とし、町独自の有機農業の基準の設定と、審査方法、審査

結果による認証方法など、健康な野菜を提供していくシステムの確立につながっ

ているとのことでございます。 

    越前町は全耕地面積の約９０％が水稲で占められているなど、綾町とは農地及び

気候環境が大きく相違するため、農業における単純な比較はできませんが、綾町

での取り組みは有機農業を志す地域の農業者が栽培技術等の生産工程管理を習得

し、町全体の農業技術のレベルアップにつながる取り組みであるとともに、町民

運動を産業に発展させたすばらしいまちづくりの事例であると考えております。

当町におきましても、農業者に対して自然環境に配慮した有機農業への理解を一

層深めるとともに、その取り組みへの意欲を醸成していることが大切であると考

えているものでございます。 

    また、今、先ほどおっしゃられたことについて、ちょっと意見を言わせていただ

きます。 
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    外国、スペインでは８．９％、あるいはアメリカ０．６％、国によって違いが大

きくあるのはなぜか。子供のころにアメリカは飛行機で麦まくんだと。大規模な

もので、要はコストが下がるという、もちろんそこにいろいろな肥料とか、化学

肥料もぼんぼん使ってとか、こういうことで経営の効率化を図るというのが主眼

であったように思います。今、有機農業については、いわゆるコストといいます

か、ちょっと置いておきまして、安全だというのを大優先ということになること

がそこの考え方の違いであろうと思います。こちらで水田農業がほとんどを占め

る我が町で、日本の国もそうですけれども、このコストをちょっと無視というと

おかしいですけれども、コストを２番目に置くか、安全・安心を１番に置くか、

ここの考え方の違いということがなるんだというふうに思います。 

    それから、もう一つはこれから農業も人手のかからないドローン使ったりとか、

いろいろなどんどん耕作の仕方も革新の最中だと思います。ＡＩ農業といっても

いいです。そうなったときに、どういう形になるのか、そこをちょっと見極めた

いという思いはございます。私も農業は直接はちょびっとやったことがあります

けれども、やっていないんですが、このＡＩの使い方というか、これが大きく農

業を変えていくという方法が、ここもこれから見据えていかなければいけないこ

とかなと思っております。 

    そういう面で、答えになるかは別としてそういうつもりであることもお伝えさせ

ていただきまして、再質問への答弁とさせていただきます。ありがとうございま

す。 

○議長（青柳良彦君） 木村 繁君。 

○１２番（木村 繁君） よく理解できました。 

    質問を終わります。 

○議長（青柳良彦君） これで木村 繁君の一般質問を終わります。 

    次に、９番、伊部良美君。 

    なお、伊部良美君から時間延長申請がありましたので、２０分間の時間延長を許

します。 

９番（伊部良美君）登壇 

○９番（伊部良美君） 議長のお許しをいただきましたので、質問をさせていただきます

が、私事でありますが、頭の中が混みいたしてますので、その点はお許しをいた

だきたいと思います。 

    第１点の民間事業者に対する賃貸アパートの支援策について、国の地域優良賃貸

住宅制度の概要の中で、整備に対する国の支援があるかと思うが、この中で一つ

は事業主体が地方公共団体の場合ともう一つは事業主体が民間事業者等の場合と

２つの国の支援策があると伺っていますが、なぜ、どうして越前地区にはこうい

った国の制度があるにもかかわらず、取り組んでもらえないかとお伺いをいたし

たいと思います。 

    私も９月の定例議会の一般質問をした際、町長の答弁の中で、漁協や関係団体と

連携を密にして、アパート業者の誘致などを含め、検討したいと前向きな言葉を

いただいているのでありますが、その後、漁協を含めた民間業者との何かしらの

話し合いの場が設けられてきたのか、お尋ねを申し上げます。 

    また、民間アパート業者の誘致との提案がありましたが、私は絶対に賛成などで

きません。なぜかとその理由は、賃貸料がまずもって高くつくと考えられる点で

あり、なぜ町として国の施策に乗った制度を積極的に活用した考えにならないの

か、疑いを持つものであります。私は、最悪でも漁協や農協、関係団体の民間業
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者との提携をとっていただき、国の制度の事業主体を民間業者に委ねた考えで早

急に取り組み、町としても支援すべき課題かと思われますので、町長の手腕に期

待をいたしたいと思っております。また、町として民間業者からの申請等があれ

ば、一定の基準の条件を満たしていれば、認定されるものかと思われますが、ど

のように思っているのかただしたいと思っております。 

    先般、ことしも水産カレッジに応募された息子さんのお母さんが、息子さんを心

配する余り、現地に尋ねられ、息子の職場の環境などを一度見ておきたい気持ち

と、息子がお世話になる挨拶を兼ねて見えられたそうですが、住居に対してはと

ても案内された方は恥ずかしくて、案内できる心境にまでは至らなかったそうで

あります。何のことよりも、私に対してアパートをすぐにでもしてくれやとの声

を町長にお伺いをいたしますが、この内容の話しは町長自身の耳に聞こえていな

いのか、お伺いいたします。また、私から聞くのが初めて聞くのであれば、現場

で応対された方の気持ちに少しでも、町長、近寄った考えの行政をされ、このお

母さんの心境に対して安心感を与える、今後若者の定住の促進や人口減少の手助

けにも役立つものかと考えられるので、町長のお考えをお尋ねいたします。 

    ２点目の全国自治体の通信簿の魅力度ランキング評価についてお伺いをいたしま

す。全国３万人による自治体の通信簿と題して民間のシンクタンク、ブランド総

合研究所が発表した２０１９年の都道府県別の魅力度ランキングの全国１，００

０の市区町村と都道府県の認知度、イメージ、観光意欲度、移住意欲度など、計

８４項目を２０代から７０代の男女約３万人から調査したところ、福井県は昨年

から順位を２つ上げられ、３７位となったものの北陸３県から見れば、隣の石川

県は昨年１１位から９位に、富山県は２４位と大きく水をあけられておりますが、

市区町村では、金沢市が昨年９位から８位だったのに対し、福井県内では本町の

越前町が昨年度の３３３位から大きく順位を２３０位まで上げられ、県内では第

１位の最高の評価を受けられたことは非常に名誉なことだと思って、内藤町長の

観光を主とした町政が高く評価されたと思っておりますが、特に越前がにを中心

にした「極」のブランド化や道の駅越前のにぎわいの創出、または越前焼の陶芸

村の振興などが高く評価を受けたものだと、大きな要因かと思っております。今

後ともさらに努力、精進をしてほしいと願っていますが、今回の魅力度ランキン

グの評価が高く順位を伸ばされた要因は町長自身はどういったことが評価を受け

られ、今後についてさらにどういったことを反省もし、進められた行政を生かし

ていこうと、構想などがありましたらお考えをお伺いしたいと思います。 

    私は、かにまつりを夏祭り同様の一大イベントに、まず町として考えてはどうか

と思っておりますが、今よりも発想を変え、サンドームなどで行われているよう

な体育館を利用してお客様の接待方法を考えるとか、外でお子さんの遊び場を提

供する仕方とか、ここまで大勢の県内外からの７万人余りのお客さんが見えられ

るや、ＮＨＫの全国版にも放送されるようになったかにまつり、町としても、力

を投入する考えにならないのか、お伺いをいたします。また、トイレ等の設備の

増設ももちろんのことでございますが、これだけの盛大なイベントにまでなって

くると、最低仮設トイレぐらいは必要であったのでないかと思われますが、いか

んせん設営するにも費用が足りないためだったと思われますが、町としても２日

目の１７日に、長蛇の列がお客さんの方に大変な迷惑をおかけしたそうですが、

来年度には町長、こういったことがないように、対策を講ずるべきかと思われま

す。このかにまつりの町からの持ち出しは、なぜか越前地区地域活性化基金２５

０万か３００万かわかりませんが、その実行委員会の団体等の資金で運用されて
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いるかと思っておりますが、この基金もいつまでもあるわけではなく、使い切っ

たらもうかにまつりをやめられるおつもりでいるのか。今さえよければ、後のこ

とはそのときの町長なりが考えればいいといった考えではなく、ぜひ越前町の一

大イベントまで築かれたこのかにまつり、来年度からは将来に遺恨を残すことが

ないような対策をとるべき課題かと考えられるが、内藤町長の見識ある理解を示

していただきたいと思います。 

    また、越前がにも１年間のうち６カ月もの間、地元の旅館や土産物店、飲食店な

どの経済効果ももたらして、その大きな一翼を担うかにまつりに対してもっと積

極的に取り組み、かにミュージアムの周辺には船主さんの方より大漁旗などを借

りてのぼりを立てるなり、越前町のかにのお城としての存在感を示され、もっと

アピールすべきかと思いますが、町長のお考えをお尋ねいたします。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） それでは、伊部議員のご質問にお答えをいたします。 

    まず、地域優良賃貸住宅制度についてでございますが、ご承知のとおりこの制度

は公営住宅を補完するために高齢者世帯、障害者世帯、子育て世帯等の居住の安

定に特に配慮が必要な世帯を対象に、整備費や家賃の助成を通じて優良な賃貸住

宅の拡大を図る制度でございます。整備に対する国の支援は、原則事業主体が地

方公共団体の場合は住宅整備費の２分の１、民間事業者の場合は３階建て以上の

場合は国は６分の１ですが、町が６分の２を上乗せして支援することになります。

また、家賃低廉化に対する国の支援は、地方公共団体が事業主体に対して行う家

賃低廉化助成に要する費用の原則２分の１で、１世帯当たり月額４万円を上限と

し、収入要件により変動をいたします。そこで国のこのような制度があるのに、

どうして越前地区では取り組んでもらえないのかとのご質問にお答えをいたしま

す。 

    この制度では、賃貸住宅の位置、戸数、規模、構造、資金計画、入居者の資格、

家賃、管理方法など細かい内容を記載した建設及び管理に関する供給計画書の作

成が必要になります。また、事前に県との協議が必要で、概算要望した上で詳細

設計に基づいて申請することから、認定までの手続に相当な時間を要することに

なります。現在町では新たな公営住宅の建設計画はなく、また、これまでに民間

事業者からの要望や問い合わせもなかったことから、越前地区に限らず、町内全

域でもこの制度の取り組みはございませんでした。 

    なお、県内の取り組みも余り進んでいないようでございます。 

    次に、９月定例会での伊部議員の一般質問に対する答弁の後、漁業協同組合を含

めた民間業者との話し合いの場が設けられてきたのかとのご質問ですが、さきの

９月定例会の一般質問では漁業協同組合屋関係団体との連携を密にして、民間賃

貸アパート業者の誘致なども含め、検討してまいりたいと答弁させていただきま

したが、現在、関係する課において、今後の事業の進め方など、調査段階にあり、

申しわけありませんが、３者による話し合いの場を設けるまでには至っておりま

せん。 

    また、議員ご指摘のとおり、民間アパート業者の誘致は、新たに漁業に就業した

若者にとりましては、賃貸料が高額であり、さらに建設用地の確保や需要と供給

の関係など、越前地区では大変困難であると認識しております。そこで、この地

域優良賃貸住宅制度を活用して、特に居住に配慮が必要な本町に移住された方な

どへの賃貸住宅の整備に取り組むため、早急に関係する定住促進課、就労支援室、
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農林水産課で検討を進めていきたいと思います。特に、漁業協同組合からも強く

要望を承っておりますので、新たな賃貸住宅の新築にこだわらず、既存の公共施

設を有効活用して住宅に改修することも含め、事業主体、規模、場所などの基本

的方針をされた上で供給計画を作成し、なるべく早くご提案したいと考えており

ます。 

    最後に、水産カレッジに応募された方に住居の案内ができなかったことのお話を

聞いているか、またこのお母さんに安心感を与えられるような今後の住居の確保

についてでございますが、今回の案内は小樟定置網組合が行ったもので、その内

容等は聞いておりませんでしたが、本町に移住し、漁業に従事している方の実情

は漁業協同組合の要望を通じて伺っております。県内外から本町に移住していた

だき、漁業に従事される方に対する住居の確保は、定住を促進する上で大変重要

であることは言うまでもありません。先ほども申し上げましたが、国の制度を活

用して賃貸住宅を整備することで、漁業に就労された若者の希望に沿える住居が

一日でも早く確保できるよう努めてまいりたいと思います。また、空き家の利活

用や流通の促進もあわせて検討してまいりたいと存じますので、ご理解とご協力

をお願いいたします。 

    次に、先般民間シンクタンクが発表した自治体の魅力度ランキングの評価につい

てお答えをいたします。 

    議員もご存じのとおり、この地域ブランド調査は４７都道府県と全国の市及び東

京２３区そして地域ブランドへの取り組みが熱心な町村を対象に魅力度、認知度、

情報接触度のほか、イメージ形成等を明らかにする消費者調査で、市区町村別で

は、本町が２３０位と県内トップの評価をいただき、大変名誉なことだと思って

おります。これは、まずもって関係者の方々が地道に築いてこられた取り組みと

努力の積み重ねであるとともに、議員各位のご理解とご協力、そしてこれまでの

取り組みを継承しつつ、新たな施策を展開してきた成果だと思っております。 

    そこで、今回、このような経過を受けた要因はどのようなことが評価されたのか、

また、どういったことを反省し、今後どのような構想があるのかとのご質問です

が、越前がにを初め、越前水仙、越前焼といった越前ブランドと本町の魅力であ

る自然豊かな環境を生かした観光立町の取り組みは、大きく貢献しているのでは

ないかと思っております。 

    近年では、さらなる知名度とイメージアップを図るため、越前がにの最上級ブラ

ンド極みの設定や昨年国の地理的表示（ＧＩ）保護制度に、かにとしては全国初

めて登録されたこと、また、越前焼を日本六古窯の一つとして日本遺産認定に取

り組み特産品の差別化を図りながら、越前を冠したイベントなどを実施し、全国

に発信していることが大きな要因だと思っております。 

    一方で、課題としては、越前がには全国的に認知され、越前がにの町としてのイ

メージが強い一方で、それ以外の地域が全体的に弱いイメージがございます。そ

のため、海岸沿いで越前がにを食べるという目的を達成すると、町内で次の観光

体験がイメージできず、町外の観光地へと流れる傾向があることも事実ではない

かと思っております。今後もこれまで以上に町観光連盟と連携を強化し、体験メ

ニューや町内周遊プランなど、認知度を高める事業を継続しつつ、丹南地域の特

色ある伝統工芸品を核とした広域的な戦略も推進する必要があると思っておりま

す。 

    また、越前町のオンリーワンブランドとなり得る新たな観光素材、例えば現在取

り組んでいる越前温泉の地域団体商標登録のつくり上げを行ってまいります。そ
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して、越前ブランドのさらなる知名度アップと、さまざまな素材を組み合わせ、

商品として磨き上げ、来る２０２３年春の北陸新幹線県内延伸も見据え、ＪＲ駅

からの二次交通対策を県及び近隣市町と広域的に取り組みながら、もう一カ所、

もう一食、もう一泊に誘導できるよう、各ターゲットに訴求力のある多様な楽し

み方、過ごし方を町内全域で提供していく必要があると考えております。 

    次に、越前かにまつりに対する町の支援とトイレの混雑解消対策についてでござ

いますが、おかげさまでこの祭りも前身のイベントを含めると、今回で２０回目

を迎え、毎年県内外から多くの観光客にお越しいただき、大変喜ばしく、今後も

町としてできる限りの協力をしてまいりたいと思っております。私も初日の開会

式に出席をし、会場内を散策いたしました。今年は特に民放テレビやＮＨＫの全

国ニュースにも放映され、場内はあふれんばかりの人混みで、大変にぎわってお

りました。議員ご指摘のとおり、道の駅越前内のトイレは両日とも順番待ちのお

客様が列をなしており、主催者側としても何かしらの対策を考えなければいけな

いと思っております。会場内の配置や運営については実行委員会において企画し

ておりますが、議員ご提案の工夫をしながら経費を削減し、仮設トイレなどの必

要なものに充てていくといった方法も考えられますので、実行委員会とも協議を

しながら町として体育館の利用など、物的支援等ができるかどうかも含め、検討

したいと思います。 

    なお、議員ご指摘の運営に係る補助金は越前地区地域活性化基金２５７万円を充

当しており、この財源がいつまでもあるわけではございませんが、使い切ったら

この祭りをやめるのかとか、今さえよければといった考えではなく、これだけの

規模になったまつりを今後どのように運営管理していくか、運営資金も含め、実

行委員会と協議する段階にあると思います。 

    次に、町内に経済効果をもたらす大きな一翼を担うこのまつりに、町としてもも

っと積極的に取り組んではどうかとのご質問でございますが、議員ご提案の越前

がにミュージアム周辺に大漁旗等を展示し、カニのお城として、アピールするこ

とはとてもユニークな発想だと思います。町といたしましても、かにの姿を表現

した越前がにミュージアム全体を有効活用することにより、にぎわいと集客力を

高める効果は一つのアイデアだと思いますので、実行委員会で検討したいと思い

ます。 

    また、１７日のかにまつり以降の平日における観光客の入り込みと、ＮＨＫの放

送による反響をどのように報告を受けているかについてでございますが、観光連

盟からは、昨年と比べると平日の旅館等の入り込み客が多く、土日の飲食店は昼

食で２時間ほどお待ちいただくような状態であり、おかげさまで多くの観光客の

皆様にお越しいただいているとお聞きしております。お越しいただいたお客様に

はテレビ放送を見てこちらに来たという方々も多く、マスメディアを通して発信

する情報の影響も大きいのではと伺っております。 

    最後に先般、観光連盟の理事会において、何か提案があり、どういった内容だっ

たかとのご質問でございますが、理事の方からは自分でこれまで取り組んできた

ことや、経験を踏まえ、子どもが楽しめるまちづくりでアクティブグラウンドに

遊び場をつくってはどうかという今後の観光客を誘客する提案がございました。 

    私としては、これまで子育てに関する包括的な支援を行い、子育て環境の充実に

も重点課題として取り組んでまいりました。理事会での提案は子供と親御さん、

すなわち人が集うことで、町のにぎわいと元気が創出されるというご意見は同感

でございますが、現段階でアクティブグラウンドに遊び場をつくってはどうかと
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いう件については、当然ながら各関係者との十分な協議が必要と思いますので、

ご理解とご協力を賜りますようお願いを申し上げまして、伊部議員の一般質問に

対する答弁とさせていただきます。 

○議長（青柳良彦君） 伊部良美君。 

○９番（伊部良美君） ありがとうございます。 

    ともかく地域賃貸のことについては、各地域における移住の安定に特に配慮が必

要な世帯の移住の要に付する良質な賃貸住宅の促進を促進するため、住宅の整備

等及び家賃の低廉化に要する費用について支援を行うというのが最大の目標であ

るかと思うので、今、町長の答弁にもありましたが、今後そういった面でいろい

ろの施策が国でありますが、どれが一番ベターかというような感じで、今、とり

あえず、南越前町でこういったものを今、補助金、予算をいただいてやっている

というようなこともあるんで、越前町として早急に対応していただきたいと、そ

う思っております。 

    一応、地域の２点目の魅力度のことなんですが、私も先般１１月１日に、福井市

の鷹巣漁港において、神戸市のコーワテック株式会社、営業部長や製造販売部の

方や株式会社タイコの神戸の支店長、福井市の株式会社ゴールドの社長さんらと

の水陸両用の車両の見学会があって、私もちょっと訪ねたんですが、これもまた

私はユニークなあれで、さかなまつりなんかに今、厨の漁港場でやっている状態

で、これもそういった水陸両用の見学会を一度ぜひ、要請があれば、来ていただ

けるような回答もいただいてますんで、ぜひまた肉づけというんですか、さかな

まつりにひとつ水陸両用のそういう見学会、確かに子供さんらも、私らの後に地

元の幼稚園、保育園ですか、そういう方らが私らの後乗車したんですが、これも

かなり親御さん、ご父兄の方、そういう人らも子供が水陸両用乗るなり、きゃあ

きゃあというようなかなりの反響もあったんで、海へ入るときはまた子どもの名

前は呼ぶわ、叫ぶやら、突っ込むような状態ですから、かなりいい反応もあった

んで、ぜひ一遍水陸両用の見学会をさかなまりつのときでもやっていただくよう

な考えにならないかどうか、また、町長、その辺一つありましたら、お願いした

いとそのように思っております。 

    それと、今、かにまつりの地域活性化のこのお金を流用しているんですが、私と

したら、今核燃料税、恒久的なこういった核燃料税を使った形に一遍戻すという

んですか、そちらのほうを重視した考え方でやってもらえないかと、そう思って

おりますが、町長その辺ひとつお願いします。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

○町長（内藤俊三君） 水陸両用バスは都市部の観光名所をめぐるツアーやテーマパーク

で人気を集めております。鷹巣漁港で行われた体験会でも好評だったと伺ってい

ます。議員ご提案のさかなまつりに見学会を実施してはどうかということでござ

いますが、祭りのイベントでも魚のつかみどりや漁船乗船体験など、海でしかで

きないことにも人気がありますので、水利両用バスについても体験会が可能かど

うかなど越前漁港の管理者と協議し、実行委員会において検討してまいりたいと

思います。 

    次に、越前かにまつりのようなソフト事業にも、核燃料税補助金を充当すること

は可能だと伺っておりますが、限られた財源の中で、現在は主に越前地区の観光

施設等の整備や修繕工事に割り振っております。現在のところソフト事業までは

充当できない予算配分となっておりますので、今後も原則ハード事業を優先に充

当していきたいと思っております。しかしながら、越前かにまつりが今後ますま
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す大きなイベントとなってきた場合には、当然運営経費も見直すことが必要とな

ると思うので、実行委員会とも協議してまいりたいと思っております。 

○議長（青柳良彦君） 伊部良美君。 

○９番（伊部良美君） 核燃料でも今、つくったらあかんというような性質のものじゃな

いんで、できたらこれは恒久的なお金ですから、ハードもわかりますけれども、

ソフトのほうにも、私はこちらのほうのお金はいつまでもあるわけじゃないんで

すから、一応核燃料税のこちらのほうで交付金としていただいて、それをすれば、

今また、去年は６，０００万円ぐらい、核燃料税で、ことしは大体５，５００万

円ぐらいじゃないかというような話しもお聞きしていますので、大体５，０００

万円代は乗っているので、その辺、私のところも幾らかこういうのにすれば、県

も少し上乗せというのですか、そういうところで考えていただける、今の状態で

は、県の補助金というのは全く上乗せがないので、核燃料税をすれば、幾らか観

光振興、商工観光課、どこかそちらのほうも上乗せというんですか、同じ県のタ

イアップするというんですか、協力してもらえるというんか、そういうようなう

ちの財源少なくして、県の助成をいただくというような形もなるかと思うんで、

ぜひ一遍その辺、上乗せという意味で県にまず核燃料でのそういったことを申し

込んで、それから上乗せ、観光振興課かどこか、そちらのほうでもそういう要望

できるというんですか、基本が今の状態は全くもっと何もない、うちの交付金の

その中で、地域の活性化のその中で運用しているだけですから、何の補助もいた

だける方法はないと思うんで、その点も一つ最後に町長のお考えをいただきたい

と思います。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

○町長（内藤俊三君） ただいまのいわゆる核燃料税のそれを使うことによって、県が上

乗せできるんでないかという、私もそこまで考えていなかったものですから、こ

れからまたそこは調査することにいたします。まずそこの調査が必要かなと思い

ますので、調べてみます。 

○９番（伊部良美君） 終わります。 

○議長（青柳良彦君） これで、伊部良美君の一般質問を終わります。 

    ここで暫時休憩をいたします。 

    ３時ちょうどから再開いたしますので、定刻までにご参集ください。 

 

休憩  午後 ２時５０分 

 

 

 

再開  午後 ２時５９分 

 

○議長（青柳良彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

    一般質問を続けます。 

    次に、１１番、笠原秀樹君。 

    なお、笠原秀樹君から時間延長の申請がありましたので、２０分間の時間延長を

許します。 

１１番（笠原秀樹君）登壇 

○１１番（笠原秀樹君） 議長のお許しをいただきましたので、通告書に基づき質問をい

たします。 
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    公立公的病院の再編統合についてお尋ねをいたします。 

    厚生労働省は９月２６日、全国１，４５５の公立病院や日赤などの公的病院のう

ち、診療実績が乏しく再編統合の議論が必要と判断した４２４の病院名を初めて

公表をいたしました。 

    これまでも厚生労働省は公的病院に対し、検討を促してきましたが、議論が進ん

でいないため、異例の対応に踏み切ったとのことですが、県内で対象となった４

病院の中に本町の織田病院が含まれています。今日まで町ではどのような検討を

されてきたのでしょうか。再編統合は高齢化により膨張する医療費を抑制するの

が狙いと言っていますが、その地域に住む人たちは身近な病院がなくなるという

心配は大きいと思います。 

    今回、名前が公表になった県内の４病院のような、中小規模の病院については急

性期の後の回復期の医療が主な役割と指摘をしていますが、織田病院は別の役割

がメーンで急性期の実績を中心に考えるのはおかしいと思われます。 

    ２０１７年度のデータをもとに、公立公的病院のうち重症患者向けの高度急性期、

一般的な手術をする急性期に対応できる１，４５５の病院を調査し、がんや救急

医療といった９項目の診療実績と競合する病院が車で２０分以内の場所にあるか

を分析して病院名を公表しました。対象となる病院には廃止や一部の診療科を他

の病院に移すことなどを検討してもらうとしていますが、地元住民の反発も多い

と思います。今のままだと医療費は団塊世代全員が７５歳以上となる２０２５年

に急増するため、厚生労働省は全国で１２４万６，０００床あるベッド数を１１

９万１，０００床まで減らす方針で１０月から本格的に議論し、来年９月までに

結論を出すよう都道府県を通じて対象病院に要請するとしています。これには強

制力はありませんが、身近な病院がなくなるとの不安から、地元自治体の首長や

住民の反発が予想されると報道されました。 

    地域の住民から愛され、なくてはならない織田病院だと思いますが、利用されて

いる町民の皆さんが安心できるような答弁をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

町長（内藤俊三君）登壇 

○町長（内藤俊三君） それでは、笠原議員のご質問にお答えをいたします。 

    去る９月２６日に、厚生労働省の発表した公立公的病院の再編統合の議論が必要

な病院が全国で４２４施設あり、そのうち福井県内にはあわら市の国立病院機構

あわら病院、坂井市三国病院、高浜町の若狭高浜病院、そして越前町国民健康保

険織田病院の４つの病院が含まれておりました。厚生労働省が公表する数日前に

福井県の担当課から連絡があり、初めてこの情報を知ったところです。 

    最初に、厚生労働省の考えている地域医療構想の経緯について申し上げますと、

地域医療構想とは団塊の世代が７５歳となる２０２５年に向けて、地域ごとの人

口構成の変化に対応した地域の病床機能の転換を目指し、膨張し続ける医療費を

少しでも食いとめようとする、現在の医療体制のあり方を都道府県単位で見直す

という厚生労働省の考え方でございます。 

    具体的には、今後、日本の人口が減少していく中で、全国の医療機関が持つ病床

数が人口に対して過剰であるため、入院費用などの医療費が増加する傾向にある

ので、医療費を増加させないためにも人口規模に応じた病床数に削減することを

検討することが地域医療構想の根幹であります。 

    一般的な手術を行う急性期から骨折などの手術後のリハビリを担う回復期に病床

機能を転換させ、各地域で現在の病床数が減るように検討しております。しかし、
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現実には、病床数を削減するといった見直し作業が国の考えているように進んで

いない状況が各地域で起きており、それらの閉塞状態を打開するために国が異例

の対応に踏み切った結果、今回の公立公的病院の再編統合の議論が必要な病院が

全国で４２４施設あるとの発表になりました。 

    こうした動きは、厚生労働省が２０１７年度の診療実績データをもとに、がん救

急医療等の診療実績が特に少ない自動車異動では２０分圏以内に他の類似した医

療機関があるなどの全国一律の基準による分析だけで、再編統合を検討する公立

公的病院を公表したものでございます。その結果、織田病院が越前町からなくな

ってしまうのではないかといったような、越前町民にとって非常に大きな不安や

動揺を与えることとなりました。増加し続ける医療費を削減するための国の方策

としては非常に拙速な対応であり、公立公的病院の再編統合については、本来で

あれば住民目線でもっと丁寧に説明すべきであったと考えております。 

    病院の担う医療期には、大きく分けて４つの医療期がございます。具体的には重

症患者向けの高度急性期、一般的な手術を行う急性期のほかに、骨折などの手術

後のリハビリを担う回復期、継続的な治療とリハビリテーションで在宅復帰を目

指す慢性期がございます。 

    織田病院は通常の病床では急性期、地域包括病床では回復期、外来では慢性期の

患者さんを中心に療養しております。また、災害時などの有事の際は、住民の命

を守る最後のとりでのような役割もあるように、織田病院は地域にとって欠かす

ことのできない公立病院であり、町といたしましては、これまでも織田病院存続

のために努力をしてまいりました。このように、織田病院を初めとした公立病院

は、議員ご指摘のように、民間病院では実施することが難しい救急外来などの採

算のとれない医療分野のサービスを住民に提供し、その命と健康を守ることが最

大の使命でございます。国の目指す公立病院の再編に当たっては、距離だけでな

く山間部などの地形条件や公共交通機関の状況など、病院を取り巻く地域ごとの

事情をよく踏まえた視点も重要であり、経済合理性だけでははかれない、公立病

院ならではの役割につきましてもよく考えてみる必要がございます。 

    織田病院を含めた公立病院の再編については、住民の理解を得ながら、慎重に議

論されるべきであり、副町長や織田病院長などが委員として出席している丹南地

区地域医療構想調整会議におきましても織田病院の役割を丁寧に説明し、今後と

も丹南地域における地域医療のあり方を議論していきたいと考えております。 

    私としては、現在町民が持っている不安を払拭し、越前町から絶対に織田病院を

なくさないという強い思いを持って、今後とも織田病院の運営に全力を尽くす所

存でございますので、ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げまして、笠

原議員の一般質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（青柳良彦君） 笠原秀樹君。 

○１１番（笠原秀樹君） 強い決意で存続するんだという答弁をいただきました。私とし

ても非常に安心をしましたという次第でございます。 

    今回、厚労省が名指しをしたのはほとんどが田舎にある病院だということでござ

いまして、人口の少ない地域での医療は重要だと、逆に、考え直してさらに一層

修正してほしいという各地域の病院の関係者も発言をしています。例えば北海道、

一つ次の病院へ行くのに３５キロも離れていると、とても病床数は３１しかない

けれども、医療を支える重要な病院だと、病院長、非常に立腹をしておられるん

です。町民の皆さん、確かに病院の稼働数は悪いんですが、町民にとってはなく

てはならない病院だという切なる訴えをされているのは事実でございます。 
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    当然、越前町も私たちもお世話になっている病院ですので、これがもう統合され

てなくなるようなことが決してないようにという思いは、私も強く持っていると

ころでございます。これから先、さらにまた人口が少なくなると。しかし高齢者

はどんどんふえると。人口が少なくなっても病院にかかる高齢者は少なくなるの

なら別ですが、それは逆なんです。人口が減っても高齢化社会が来たら、当然や

はり病院にかかる患者さんはふえてくるというこれは間違いない現実が今目の前

まで迫ってきていると私は思います。 

    町長は、越前町から決してなくさないという発言をされておられましたので、こ

れを聞かれた町民の皆さんは非常に安心されると思いますので、お答えとしては

ありがたいお答えであったと思います。 

    病院としても、今まで同じ体制で取り組んでいきたいという発言をされておられ

ますので、変わらずにこれからも現状のままで続けていただきたいと思います。 

    そこで、全国の病院の７割は民間の病院で、病床数を見ても約６割を占めていて、

民間、公立を問わず将来の医療ニーズに合った提供体制を整えることが再編統合

の本来の趣旨だと私は思います。民間の病院にはむやみに介入することができな

いため、公立病院の手をつけやすいところから進める方針だろうと思いますが、

医療提供体制にゆがみを広げることになってはならないと思います。救急、小児

科などの採算がとりにくい部門や災害などの分野、これは今、町長の答弁にもご

ざいました災害などの分野を担うことも期待をされております。地域包括ケアの

推進もその一つだと思いますが、織田病院の今後の運営についてどうお考えでし

ょうか、お聞かせをいただきます。 

○議長（青柳良彦君） 町長。 

○町長（内藤俊三君） それでは、笠原議員の再質問にお答えをいたします。 

    初めに、全国的に病床数を削減するためには、全国知事会などで議論されている

ように、公立病院だけでなく、民間病院も含め、官民挙げて全国のベースで慎重

に議論されるべきだと認識しております。また、織田病院などの公立病院は議員

ご指摘のように、民間病院では実施困難な救急外来などの不採算部門の医療サー

ビスを提供し、地域住民の命と健康を守ることが最大の使命であります。さらに、

災害時などの有事の際には、住民のとうとい命を守る役割もあるように、織田病

院は地域にとって欠かすことのできない重要な施設であります。 

    また、織田病院には通常病床の２７床に加え、地域包括病床といった骨折などの

手術後のリハビリを担う回復期のための病床が２８床あり、病院全体で５５床の

病床がございます。介護や医療のニーズが急増すると予測されている２０２５年

問題に対応するためにも、国の進める在宅医療を加速化させる地域包括ケアシス

テムを推進していくためには、織田病院の持つ地域包括病床や医師、看護婦など

の医療従事者は欠かすことのできない施設や人材でございます。そのため、織田

病院の運営につきましては、町だけでなく、議員各位や医師会などの皆様のご支

援を得ながら、今後とも県や国などの関係機関との協議を重ねてまいりますので、

議員各位のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、笠原議員の再

質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（青柳良彦君） 笠原秀樹君。 

○１１番（笠原秀樹君） よくわかりました。理解をさせていただきました。 

    私も一部事務組合で病院の議員として入ったことがございます。いろいろな病院

も研修ということで、視察をしてきました。その中に地域医療ケアを完全に実施

している病院もございました。これはもう大変な経費がかかるんで、織田病院で
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は無理なのかなとは思いますが、退院をして、何としても自宅で療養したいとい

うのが患者さんの大きな願いなんじゃないかなと思うんです。そのためには医者

と看護師さんとが一つのチームをつくって、１週間に何回ほどその患者さんの家

を回るというこのケア体制、医療費もかかるので、難しいかなとは思いますが、

これからはそういうような待遇をして、自宅で治療ができて、そしていつでも何

かあったときにはお医者さんと看護婦さんが駆けつけてくれるという、そこまで

診てもらえるような体制をつくってこれから行くのが必要な役割じゃないかなと。 

    特に、高齢化が進むと越前町のコミュニティーバスも１０年以上経過をしていま

す。今見直しだと言われていますけれども、そのコミュニティーバスにも乗れな

いような、足が悪い高齢者をこれからどうするかと。特にお医者さんへ行くにし

ても、自分ではいけない。そうなると特に包括ケアのシステムというのは重要に

なってくるんじゃないかという思いをいたします。訪問介護、リハビリなどを自

宅で医師や看護師などから受けることができるという体制をつくっていく必要が

あるんではないかという思いもいたします。 

    私も織田病院で診察をして、受け付けで待っているときに、先に終わられた患者

さんが「笠原さん、もう終わるの。」と聞くものですから、もうしばらくやと言

うと、コミュニティーバスで来たけれども、次の出発まで何時間あるんだと、そ

れで乗せて帰ってもらえんやろかという、そういう声を聞くときもあるんです。

私も帰るついでだからといって乗せて帰ってあげたこともありましたけれども、

そういうふうに病院を利用しやすい、病院に行きやすい、そういう体制もつくっ

ていかなければならないんじゃないかなという思いをいたします。例えばこのバ

スはもうどこへも寄りませんと。織田病院へ直通で行って、それで何分後には織

田病院から直通で帰りますとか、それから朝日コース、織田コース、宮崎コース、

そういうふうなのがあってもいいんじゃないかという思いも持っています。 

    そういうことで、今、町長からも絶対に織田病院はなくすようなことはないとい

う発言をお聞きしましたので、安心をしましたので、これで私の質問を終わらせ

ていただきます。 

○議長（青柳良彦君） これで笠原秀樹君の一般質問を終わります。 

    お諮りします。 

    本日の会議はこれで延会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（青柳良彦君） 異議なしと認めます。 

    したがって、本日はこれで延会いたします。 

    なお、あすは午前１０時から引き続き一般質問を行いますので、定刻までにお集

まりください。 

    ご苦労さまでした。 

 

延会  午後 ３時２３分 


